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午前９時３０分開議

○議長（米本 隆記君） 皆さん、おはようございます。本日もよろしくお願いいたしま

す。

ただいまの出席議員は１６人です。定足数に達しておりますので、これから本日の会

議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。

・ ・

日程第１ 一般質問

○議長（米本 隆記君） 日程第１、昨日に引き続き一般質問を行います。

通告順に発言を許します。

８番、大原広巳議員。

○議員（８番 大原 広巳君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大原議員。

○議員（８番 大原 広巳君） ８番、大原です。今日は２問用意しております。私、議

員を始めて１０年目になりますが、一般質問で朝一の質問するのは初めてでございまし

て、町長がくたびれてない状況でしっかり議論したいなというふうに思いますので、よ

ろしくお願いします。

まず、１問目です。６月の定例会の一般質問でも質問いたしましたが、現下の状況で

肥料高騰対策をどのようにするかということで３か月前に質問しました。あれから３か
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月たちまして、衆議院の選挙もあったりして、国のほうが施策を出してきました。出し

てきましたけども、経済委員会のほうでもさらに充実するようにの要望書も用意してお

りますし、現在の進捗状況を改めて確認できたらなということで質問いたします。

そうしますと、４つほど小問用意しておりますので、まず読み上げます。

１つ目、土壌診断の進捗状況は。農協や普及所との連携は。特に取組農家の多い稲作

の圃場はどうか。

２つ目、耕畜連携による堆肥利用増が見込まれるが、生産量の予定はどうか。稲作水

田にも対応できるか。

３つ目、兼業農家の水田で稲の作付が減っている。個人でなく地区ごとでこの支援事

業に参画できないか。

４つ目、支援事業に国７割、県１割の予定だが、単町での参画支援は考えないか。

以上、４つお願いします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） 皆さん、おはようございます。一般質問２日目、よろしくお願

いいたします。朝一の答弁で疲れてないときの答弁ということですが、別に夕方でも同

じように答弁しますので、疲れて答弁内容変わることありません。しっかり答えていき

たいと思います。よろしくお願いいたします。

それでは、大原議員から御質問いただいておりまして、肥料高騰対策支援事業につい

てということで、４点御質問をいただいております。

まず、土壌診断の進捗状況あるいは連携というところで御質問いただいております。

また、取組農家の多い稲作の圃場はどうかという御質問ですが、土壌診断につきまして

は現在もＪＡや普及所が適時、全農等に依頼して実施をしているところでございます。

そのうちの約３割が水稲圃場となっております。この事業で土壌診断の依頼件数が増え

ると予想がされております。ＪＡ、普及所等関係機関と連携をして事業推進体制をつく

っていきたいというふうに考えております。

２点目の耕畜連携による堆肥利用増が見込まれるが、生産量の予定はどうか。稲作水

田にも対応できるかとのお尋ねですが、大山町の耕畜連携事業で生産された堆肥につき

ましては、ＪＡ等と連携を取りまして供給体制をつくっていきたいと考えております。

生産量に関しましては現時点では未定でございますが、今年度予定の５００トンは超え

るものと考えております。量的には水稲にも対応できると考えておりますが、散布機械

が入るかどうか、圃場条件にもよるところでございます。

３点目の兼業農家の水田で稲の作付が減っている。個人でなく地区ごとでこの支援事

業に参画できないかとのお尋ねですが、この事業申請は、５戸以上の農業者でのグルー

プ申請となっております。地区でまとまって申請することが可能でございます。農業法

人は従業員が５人以上いる場合は単独でも申請が可能となっております。
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４点目の支援事業に国７割、県１割の予定だが、単町での参画補助は考えないかとの

お尋ねですが、県の支援は独自のものであると認識をしておりますが、大山町としまし

ても他市町村の動向を把握した上で前向きに検討してまいりたいと考えております。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（８番 大原 広巳君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大原議員。

○議員（８番 大原 広巳君） そうしますと、追加質問をさせていただきます。

最初に、土壌診断についてですが、随時、関係機関、普及所、試験場などでやっとら

れるようですけども、私、農業始めて１０年目ぐらいの頃でしょうかね、普及所のほう

が水系ごとに水田の土壌診断をして、調査票といいますか、水系によって窒素分が多い

ところ、リン酸分が多いところ、あるいは微量要素の鉄分が足らないところとか、そう

いう地区で水系ごとに土壌診断をやっとります。畑地化した水田は、当然肥料成分が変

わってる、残効成分が変わってるかもしれませんけども、水田を長年ずっと続けている

水田ではそのデータも使えるんじゃないかなというふうに思います。そこら辺、関係団

体が集まられる再生協議会などでそういう資料も十分使ってもらって、団体で申請をし

なくちゃいけないので、そこが土壌診断も要件の一つとして採用できますので、進めて

いただきたいなと思います。普及所のほうは何か言っておられますかな。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

普及所が何か話をしとるかというところは農林水産課のほうからお答えさせていただ

きたいと思いますが、いずれにしましても、こういう事業、農家の皆さんが申請が大変

だということで、中には申請できるのにされないとかいうようなことで支援が行き届か

ない面もあるかと思いますので、そういったことがないように町としてもしっかりサポ

ートはしていきたいというふうに考えております。

○農林水産課長（桑本 英治君） 議長、農林水産課長。

○議長（米本 隆記君） 桑本農林水産課長。

○農林水産課長（桑本 英治君） お答えいたします。

普及所からの件でございますけども、普及所につきましては、農業者の化学肥料低減

計画作成におきまして、今後そういった資料作成、資料提示ですね、そういったほうに

御協力いただけるというふうに伺っております。以上です。

○議員（８番 大原 広巳君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大原議員。

○議員（８番 大原 広巳君） 普及所とぜひ連携して土壌診断進めていただきたいと思

います。

先ほど町長が言いましたように、このたび肥料高騰ということが専業農家ばっかりで
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なくて、兼業で水田を維持されてる方などが、この要件が土壌診断も含めて２つ達成し

なくちゃいけないという、あるいは団体で申請しなくちゃいけないということで、言い

方は悪いですけども、面倒くさいことはもういいわということで、去年の、特に稲作農

家の皆さんは去年米価も下がったことがあって、今年作付が減っていますし、来年に向

けてもう水田は構わんわという離農される方がこの肥料高騰で出ないように、できるだ

けやむを得ん事情でやめられる方以外は継続して水田を維持していただきたいなという

ふうに思います。

２つ目に、耕畜連携のこと、前回もちらっと聞きました。今年も５００トンというこ

とで、２トンダンプ２５０台ですかね。去年の実績、令和３年度もそれぐらい補助金申

請があったみたいですけん、来年増えたときに今年と同じ量を確保しとるのでは足らな

いんじゃないかなというふうに思います。ひょっとしたらブロッコリーやネギ以外の水

田なんかでも希望される方が増えるんじゃないかなというふうに僕は思っています。増

産の予定は全くありませんか。

広島の試験場なんかが耕畜連携の一環で鶏ふん堆肥を水田にまいて、どれぐらいまい

たらどういうふうになるか、どういう生育をするかということの試験を始めてるところ

もあります。ひょっとしたら鳥取県も試験場で一部やっとられるかもしれません。ちょ

っとそこは分かりませんけども、そういうことから堆肥の需要、大山町も耕畜連携がで

きる畜産農家の皆さんたくさんおられますんで、個人相手ばっかりじゃなくて、こうい

う町が媒介して堆肥の流通を促すように、いい機会ですので、肥料のできるだけ地産地

消を進めてもらいたいなというふうに思います。急に今日、明日すぐできるもんじゃな

いですので、来年に向けてもう今から増産の計画は立てられませんか、町長。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

先ほどの答弁でもお答えしたとおりで、量的には足りていると思います。さらに認識

としては、畜産業のほうから排出される量のほうが圧倒的に多いというような認識で、

どちらかというと、堆肥として出ていく量が少なくて受入れができないというような課

題も過去にはありましたので、量的には大丈夫なんだろうというふうに思いますが、今

後の推移を見ながら対応をしっかりしていきたいなというふうに思います。

また、大原議員言われるみたいに外国産の堆肥だったり、堆肥じゃないですね、肥料

の価格が高騰したことによって、大山町産の堆肥との価格差が縮まることによって耕畜

連携が進むという面はあるというふうに思っています。これを機に耕畜連携のほうの大

山町産の堆肥を使っていただくような農家が増えるように取組を進めていきたいと考え

ております。

○議員（８番 大原 広巳君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大原議員。
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○議員（８番 大原 広巳君） そうしますと、ぜひとも、状況は逐一変化していきます

ので、また肥料も秋肥と春肥と２回の補助対象があるわけですけども、この秋より来年

の春のほうが価格の影響も出ると思いますし、量的にたくさん流通するのが秋肥より春

肥のほうだと思いますので、逐一状況を見ながら堆肥の増産も検討していただきたいな

というふうに思います。

そうしますと、３番目に、グループで申請云々のことを聞きました。地区というのが

集落の単位を指しているとは思います。皆さんが系統出荷ばっかりではないので、なか

なか農協が全て面倒を見れるということではないので、やっぱり再生協議会のほうでそ

こはしっかり漏れがないように情報を流して周知していただきたいなというふうに思い

ます。

何かこの事業について、あれから、国が発表してから時間がたちますけども、県のほ

うからでも取組についての何か新しい情報があったらお願いします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

県から新しい情報というところは担当からお答えさせていただきますし、農業再生協

議会での内部でのいろいろな議論であったり、そういったところも担当のほうからお答

えをさせていただきたいと思います。

いずれにしても、繰り返しになりますが、やはりＪＡだけということではなくて、系

統外で出されている方というのも当然あって、そういう方に支援が行き届かないような

ことでは意味がありませんので、そういった漏れがないようにしっかり取り組んでいき

たいというふうに考えております。

○農林水産課長（桑本 英治君） 議長、農林水産課長。

○議長（米本 隆記君） 桑本農林水産課長。

○農林水産課長（桑本 英治君） お答えいたします。

まず基本的に議員おっしゃられましたように、基本は５戸以上の農業者でグループ申

請いただくということになります。ＪＡの組合員さんは生産部でまとめて申請いただく

ことを想定しておりますけども、系統外の方で個人でグループをつくるのがなかなか難

しいということがあるということを予想しております。その場合は、町長も申しました

けども、町の再生協議会がその取組実施者となりまして、そのグループ代表としての受

皿になることができますので、そういった方向で考えております。

また、地区でまとまって申請することも可能というふうに御説明いたしましたけども、

新たなグループ、組織化をする場合、口座登録等が必要となりますので、そちらの手間

を考えますとやはり個人で町の再生協議会に申請いただく形が好ましいかなというふう

には今考えてるとこでございます。以上です。

○議員（８番 大原 広巳君） 議長。
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○議長（米本 隆記君） 大原議員。

○議員（８番 大原 広巳君） そうしますと、スムーズな申請ができますように再生協

議会にはよろしくお世話をしてください。

４つ目に、県の補助金が国の７割に１割上乗せして申請することが県のほうが発表し

ています。他町村の動向を見ながらということですけども、竹口町長は去年米価が下落

したときにも他町に先駆けて価格の補填をするということを打ち出して、それが流れに

なって他町村も追随した流れがあります。ぜひとも他町の様子を見ながらじゃなくて、

大山町がまた先頭になって県に追随して町でも補助するというふうに進めていただきた

いというふうに思います。町長に決意を伺います。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

この肥料価格の高騰の対応に関しては、国主導で行われていて、県がさらに１割乗せ

ると。今、県内の他の市町村も大体１割上乗せというようなところであって、前向きに

検討するというのは補正予算として出すタイミングをちょっと考えているというところ

で、まずは県のほうの予算が確定しないと難しいところもあるので、そういう様子を見

ながらということで、しないというような考えではなくて、今後タイミング見ながら、

他の市町村も出されると思いますので、そういうようなタイミングで大山町としても補

正予算提案していきたいというふうに考えております。

○議員（８番 大原 広巳君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大原議員。

○議員（８番 大原 広巳君） じゃあ、よろしくお願いいたします。

もう１問用意しておりますので、２問目に行きます。

２問目に、山陰道の淀江インターチェンジの跡地活用事業についてということでもう

１問用意しています。

小問に入る前に、ちょっと私の思いを述べさせていただきますが……。聞こえません

か。

○議長（米本 隆記君） いいです、いいです。

○議員（８番 大原 広巳君） やっていいですか。

旧大山町時代に、もう３０年も前の話なんですけども、花回廊を大山の北麓、旧大山

町に誘致の話が来たときに、リゾートのことやらいろんな複雑な事情があって、蹴った

といいますか、候補地からは立候補しなかったんですけども、今もそうですけども、中

山、名和、大山には県下でも有数の花壇苗農家がたくさんあります。今も頑張っておら

れます。そういうこともあって最初に旧大山のほうに声がかかったのかなというふうに

は思いますが、結果的には第２候補地の会見町のほうに行ってしまいました。県主導で

大きな事業はなかなか、２０年、３０年に一遍しかないのかなというふうに思います。
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たられば話をしてはいけないかもしれませんけども、花回廊が旧大山町に誘致がもしで

きていれば、また神田の周辺やら香取やら大山、あの辺がもうちょっと今よりにぎやか

になったんじゃないかなというふうには思われます。

今回の淀江インターの跡地の利用についても、大山町に最初に声がかかったので、大

山町のことばっかりを言えない県の事業ですので、自分の町のことばっかりは言えない。

広域的な発展のための跡地利用に最終的にはもちろんならなくちゃいけないとは思うん

ですけども、ぜひとも町長が主導して大山の北麓の観光振興に寄与する、大きなといい

ますか、こういう大きな県絡みの事業はもう二度と来ないと思いますので、ぜひとも今

日は町長の、これから検討委員会が始まりますので、細かい話はできないとはもちろん

思うんですけども、町長の描いている構想を大ざっぱでいいですので聞いてみたいなと

いうふうに思います。

そうしますと、小問を４つほど用意しておりますので、読み上げます。

１つ目、検討委員会のメンバーや今後の日程は。

２つ目、サイクルロードの拠点以外の実現可能な事業は何か。道の駅や宿泊施設はど

うか。

３つ目、海の拠点整備事業が先行すると思いますが、この事業の違いや、連携すると

なれば、それぞれどういう立ち位置関係になるのか。

４つ目、本町内の妻木晩田遺跡は、青谷上寺地遺跡と比べてまだまだ知名度が低い。

今回の事業で連携してにぎやかにしてほしいがどうか。大山の日本遺産事業との連携は

どうか。

以上、お願いします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） 大原議員から山陰道淀江インターチェンジ跡地活用事業につい

て御質問をいただきました。

まず初めに、冒頭の御説明の中で県から声がかかってというお話がありましたけれど

も、これ県から声がかかったわけではなくて、大山町として、２年ほど前だったでしょ

うか、淀江インターチェンジ、あれは大山町地内ですから、そこにある県有地と国有地

を、今、残土置場になってますけども、それ何とか、いい位置だし、活用ができないか

ということで、課題がたくさんあって、みんなあそこ活用したらいいなというふうには

思ってたんでしょうが、なかなか進まなかったというところをいろいろ試行錯誤しなが

ら今の形にようやくなってきたところで、県には協力していただいているという立場で、

県主導というような形ではなく、大山町で主導しながら県、国に協力してもらうという

ような、そういう形を取っておりますので、よろしくお願いいたします。

それでは、４点質問をいただいております。

まず、１点目の検討委員会のメンバーや今後の活動の日程はというお尋ねですが、検
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討委員会のメンバーは委員１８人です。内訳としましては、大山地区の地域自主組織、

これが３組織あって各１名、大山町の建設業協会、失礼しました、大山町建設業協議会

から１名、商工会から１名、大山観光局から１名、大山恵みの里公社から１名、鳥取西

部農協から１名、米子市の淀江支所から１名、国土交通省から１名、鳥取県から２名、

一般公募３名、町関係３名で、合計１８人の予定をしております。今後の日程に関しま

しては１０月前半までに第１回の検討を開始いたしまして、全体で３回の検討会で年度

内に案をまとめる予定です。

２点目のサイクルロードの拠点以外の実現可能な事業は何か。道の駅や宿泊施設はど

うかとのお尋ねですが、御指摘の道の駅、宿泊施設といったことも案として考えられる

というふうに思います。ただ、検討委員会ではゼロベースで検討を始めまして、様々な

アイデアを融合して、最終的に一つの活用案としてまとめていきたいと考えております。

３点目の海の拠点整備事業が先行すると思うが、この事業との違いや、連携するとな

れば、それぞれどういう立ち位置関係となるのかとのお尋ねですが、大山町西側におき

ましてこの活用計画というのは、山陰道や国道９号から大山町内への入り口の拠点であ

るというふうに考えております。海の観光拠点は、海側の東西の結節点で、海と大山を

つなぐ拠点機能で考えております。町内拠点として相互に連携を図りながら、総体とし

て、全体で町の農林水産業・商工業、宿泊事業など観光関連産業全体が活性化すること

を目指してまいりたいというふうに考えております。

４点目の妻木晩田遺跡をもっとにぎやかにしてほしいと、あるいは日本遺産の事業と

の連携はどうかとのお尋ねですが、妻木晩田遺跡に関しましては国史跡指定から２３年

目となっております。発掘調査成果の発信等も定期的に行われておりますけれども、経

年もあって目新しい話題性の点で弱いというふうに考えております。また、このコロナ

禍でイベントの中止も相次ぎましたので、大山町といたしましても県と連携協力して活

用を図りたいというふうに考えております。

また、日本遺産に関しましては、地域の歴史などを特定のテーマや関係性でつないだ

ストーリーであります。大山寺の信仰の歴史を核にした日本遺産「地蔵信仰が育んだ日

本最大の大山牛馬市」を妻木晩田遺跡と直接つなげていくことは、時代背景、時代が違

うということもあって難しいというふうに考えております。

しかしながら、妻木晩田遺跡も含めまして大山町内全体を周遊していただけるように、

日本遺産と併せて引き続き活用を検討していきたいというふうに考えております。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（８番 大原 広巳君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大原議員。

○議員（８番 大原 広巳君） 町長から、私の見解が間違っていました。県から声かけ

てきたということではなくて、大山町が県のほうに活用するので協力をお願いしたいと

いう、大山町のほうから話が出たというふうに町長が言いましたので、誠に心強く思い
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ました。ぜひとも国や県を巻き込んで、大山町が主導して、立派なと言ったらおかしい

ですけども、にぎやかになる観光拠点になるように検討委員会でも議論を進めていただ

きたいなというふうに思います。

最初、１番でメンバーの構成やら今後の日程について聞きました。年度内に青写真を

つくるという計画のようです。皆さん御承知のように、２０２５年には大阪万博があっ

て、この前の中海ニュースの中で大阪と米子を結ぶ定期の飛行機も、小型らしいですけ

ども、万博までに就航させる準備局が淀江にできたというニュースがありました。そこ

の責任者がまた大山町の出身の若い人でして、頑張っていただきたいなというふうに思

いますし、今後の日程としていつ頃までにそういう施設の完成を目指すのか。青写真は

春までにつくって、それから設計なり、あるいは残土をまた移動させなければいけない

ので、それにどれぐらい時間がかかって、何年先に形のあるものになる予定なのか、ざ

っとした工程を考えとられましたら、ちょっと町長に聞きたい。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

今後のスケジュールの想定しますところの詳細は担当からお答えをさせていただきま

すが、なかなかこのスケジュールどおりにはいかないだろうなというところは大原議員

言われたとおりであって、今まだ残土もありますし、あるいは何を造るかによってその

年数も変わってくるというふうに思います。とてもこの１年とか２年ではできないかな

というふうに思ってますが、そう遠くはならないようになるべく早く進めていきたいな

というふうには考えております。

○観光課長（西尾 秀道君） 議長、観光課長。

○議長（米本 隆記君） 西尾観光課長。

○観光課長（西尾 秀道君） 追加でお答えいたします。

先ほど町長のほうから答弁がありましたように、これにつきましては残土ということ

で、例えば町がこの検討で、こういう方向でということで県にお話をさせていただいて、

県が例えばその方向でとなった場合に、動き始めても残土の撤去だけで数年はかかるも

のというふうに思われます。

今度基本計画等をつくっていくということになっていくわけになりますけども、それ

においては測量等もその残土がなくなってからせないけんということもございまして、

あとはどういうものなのかということにもよってきますので、明確な年限というのはち

ょっとお話ししづらいというのが正直なところです。以上です。

○議員（８番 大原 広巳君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大原議員。

○議員（８番 大原 広巳君） まだまだ工程的には、あそこ４町歩あると聞きました。

広さもあるし、残土が残ってるということで、今々すぐにということには当然ならない
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とは思いますが、もうあと２０２５年の大阪万博まで、２年半ですかね。３年切ってい

ます。ちょっと間に合わないのかな。せっかく造るんだったら、大阪万博の開業に間に

合うように何とかなればなというふうには個人的には思ったんですけども、なかなか難

しいようです。

でも大阪万博を含めて、またインバウンドも整備しかけたらコロナで頭打ちみたいな

格好で出ばなをくじかれていますが、大山の観光を考えたときにやはりインバウンドの

対応もしていかなくちゃいけないですし、当然国内の観光客にもそうですし、今回ので

きますよということ自体、こういうものを造りますよということもある意味宣伝文句に

使って、ぜひとも観光振興にこういうものの事業が進んでるということも含めてしても

らえたらな、ＰＲしてもらえたらなというふうに思います。

先ほどちらっと言いましたけども、妻木晩田遺跡を、時間がたっているので、町の観

光地の中ではちょっと浮いたような格好になっています。場所的にも一番西の端という

こともあるかもしれません。今回こういう拠点施設ができれば、青谷上寺地遺跡と連携

して大きな遺跡の二大観光地としてまた復活できるんじゃないかなというふうに思いま

す。

先ほど３０年前の話ししましたけども、そのときは当然米子道が開通間近でしたから、

米子に来るお客さんのほとんどが米子道から青谷のほう、青谷じゃなくて、境のほうに

行って、出雲大社のほうに流れてしまったんかなというふうに思います。

でも今は姫路ルートもできましたので、鳥取のほうから砂丘を通って西のほうに流れ

ていくというお客さんが当然関西のほう増えていると思いますので、ぜひとも妻木晩田

遺跡も活用して連携を取っていただきたいなというふうに思います。

大山との絡みで日本遺産のことを言いましたが、日本遺産の切り口は違うかもしれま

せんけども、やはり同じ大山町内にそういう大きな集客施設としては大山と妻木晩田か

なというふうに思いますので、もっと今以上に連携を取っていただきたいなというふう

に思います。もうちょっと大山の観光と妻木晩田の連携について、何か町長は考えてお

られませんか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

この妻木晩田遺跡に関しては県立の施設でありますので、町としては連携をしながら

活用を図っていきたいとは考えておりますけれども、なかなか難しいところがあるなと

いうふうには思っています。この淀江インターチェンジの活用計画でどういうものがで

きるか分かりませんが、何か新たなものができるときにはこの妻木晩田遺跡との連携は

考えていかなければいけないかなというふうに考えております。

いろいろ話をしておりまして、基本ゼロベースなんですけれども、やはり皆さんの声

とか、今日の大原議員の一般質問を聞いていましても、やっぱりあそこに例えば物流拠
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点のような人があまり行かない施設ができるよりは、通過交通も多いですから、集客施

設、人が集まるような施設というのがやっぱり基本になってくるのかなというふうには

思っています。

ただ、検討委員会のほうでいろいろ意見を出していただいて、そのほかにもっとすば

らしい考えが出てくるかもしれませんし、それは検討委員会の議論によるところだとい

うふうに考えております。

この淀江インターチェンジの活用をしっかり進めて、今、大山町内にある各種資源を

うまく結びつけながら大山町の発展に資するような活用をしていきたいというふうに考

えております。

○議員（８番 大原 広巳君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大原議員。

○議員（８番 大原 広巳君） そうしますと、最後の質問にしたいと思いますが、ここ

にも書きましたけども、大山町は３町の合併で、名和地区に道の駅が一つあるわけです

けども、基本やはり旧町単位で１か所あれば一番いいなというふうに思います。隣の琴

浦は、東伯と赤碕に１つずつあります。２つ持っていて、また別な課題は抱えていると

は思いますけども、大山町も３町の合併ですので、名和のインターのところ、なかなか

大山地区あるいは中山地区からは常時行く機会がありませんので、今回淀江のインター

チェンジの跡地で道の駅の恵みの里の２号店みたいな格好でもう一つできたらどうかな

というふうには思います。町長はどう思いますか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

道の駅についてですが、今議会でも説明を毎年させていただいておりますけれども、

大山町が一つ持っている道の駅、これは毎年大体黒字です。道の駅単体で考えると黒字

です。

ただ、全国的にはほとんどの大部分の道の駅が赤字であって、なかなか経営が難しい

というところなんですが、いろんな考え方がありますけれども、ある分析によると、道

の駅の赤字というのは大体道の駅の規模が大きくなればなるほど大きくなると、コンパ

クトであればあるほど収益性が高いというような分析も一つあって、もし整備をするの

であれば、大規模整備というのは難しいかもしれませんが、小規模で採算の合うような

道の駅を前提に整備をするということであれば、これは山陰道や国道９号を利用する道

路利用者の利便性の向上にもなりますし、町内経済の活性化にもつながるというふうに

考えていますので、大山町では道の駅は一つだというふうに決める必要はないのかなと

いうふうに思っています。

○議員（８番 大原 広巳君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大原議員。
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○議員（８番 大原 広巳君） では、これで質問を終わりたいと思います。

○議長（米本 隆記君） これで大原広巳議員の一般質問を終わります。

○議長（米本 隆記君） ここで休憩とします。再開は１０時２５分とします。

午前１０時１５分休憩

午前１０時２５分再開

○議長（米本 隆記君） 再開します。

引き続き一般質問を行います。

次、３番、哲也豊……。豊哲也議員。

○議員（３番 豊 哲也君） ３番、参政党の豊哲也です。哲也豊ではありませんので、

多分議長が和ませてくれたんだと思います。それでは、通告に従って２問質問させてい

ただきます。

１問目が地域ポイント・地域通貨を本町に導入しないかというテーマです。

これ地域通貨・地域ポイント、こちらほぼ同じ意味になりますけども、地域通貨・地

域ポイントの概念というのは一見、そのメリットなどが見えにくく、理解がし難いため、

導入が難しいと推測されますが、一度、制度として構築できれば、今流通しているポイ

ントやＱＲコードでの支払いなどのように非常に便利であると同時に、地域での経済の

循環など、多くのメリットが考えられます。

本町での導入の検討の状況を伺って、また地域通貨・地域ポイントの用いた政策提言

をさせていただければと思っております。

では、小問１から読ませていただきます。

本町では、現在地域通貨・地域ポイントの導入は検討されていますでしょうか。

２番、地域通貨・地域ポイントを導入することで、地域内での経済循環、新規事業者

の参入しやすくなる、補助金交付や商品券配布などのコストが抑えられるなどの様々な

メリットが上げられますが、何が特に重要だと考えられていますか。

３番、導入においてコスト的にも近年大分ハードルが下がってきていますが、導入に

至る障害、またデメリットなどはどう考えておられますでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） それでは、豊哲也議員の一般質問にお答えをしたいと思います

が、地域通貨・地域ポイントについて３点御質問をいただいております。

まず、１点目の導入を検討しているかというお尋ねですが、現在地域通貨・地域ポイ

ントについて導入予定はございませんけれども、いろいろな事例を調べたりとかいうこ

とで情報収集等はしているところでございます。

２点目の導入によるメリットのお尋ねですが、これはもう率直に地域内での経済循環
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というのが特に重要だと考えております。

３点目の導入によるデメリットについてのお尋ねですが、これは地域通貨システムの

導入時だけではなくて、運用経費あるいは決済手数料等の経費がかかってくることがデ

メリットであるというふうに考えております。また、スマートフォン等の電子決済端末

を持っておられない住民の方も多くいらっしゃると思いますので、地域カード等を新た

に発行する必要があるのではないかというふうに考えているところでございます。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） それでは、追加質問させていただきます。

導入の予定というのは今ないということで、少々残念ではありますが、情報収集され

てるということで、今後導入に向けて前向きに検討していただけるとありがたいなと思

っております。

まず、２点目の回答でもメリットについては、地域内で経済循環が特に重要だと考え

ている。恐らくこの地域通貨・地域ポイントを導入される自治体というのは、一番にそ

こではないかなと思っております。

今ちょうど決算審査があります。大山町でも１３０億ぐらいの予算がありまして、そ

れが一度当初の予算としてつけて、最終的に使って終わるという形ですけども、経済と

いうのはそういうものではないんではないかなと思ってます。行政なので、一度予算が

ついて、それを使い切るという形ですけども、一般的な市場であるとかというのは、上

から下りてきて、そのまま流れていくという形ではなくて、池に渦のようなものが発生

して、そこの流れの速いところ、何回も流れが来るようなところというのはお金が巡っ

てくる。あまり、よどんでいるところですね、というのはお金が巡ってこない、そうい

う印象なのかなと。それで１００億円とか、そういった予算が町から下りてきたときに、

そのお金が何回町内を巡るかというところが非常にその町の経済の循環ということにな

るのかなと思っております。

私としては、今回地域ポイント・地域通貨導入の一番の目的というのは、大山町の経

済、大山町の町民の方が経済を回して経済的に豊かになっていただくということかなと

思っております。

今、国政でも所得を倍増させようというお話がありますが、倍増させるというのはな

かなか難しいことではあるんですけども、例えば町内で１回お金が回るところが２回回

れば所得が倍増するというお話なのかなと思っております。

そちらのメリットを考えていただいて、経済が回って豊かになるという面と、逆に、

今非常に円安であります。何か物を買う。先ほど大原議員のお話もありましたけども、

今度春肥は非常に肥料が高騰するだろうと思われています。そうしたとき円安ですと日

本人というのは非常に経済的に困る面もあるということで、地域通貨で地域の中で回し
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ていけば、そうすると大山町だけは非常に経済的にそういう円安の影響受けないという

メリットがあるかと思うんですけども、町長、そういったメリットについてはいかがお

考えでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

地域通貨を導入したら円安の影響受けないのではないかというお話です。なかなか金

融については、いろいろ議論ありますので難しいところであります。地域通貨導入した

ら、その地域通貨の価値というのが恐らく変動しないような形になると思います。１ポ

イント１円とか、１地域通貨１円というようなカウントでされるでしょうから、ずっと

円と同じような価値で変動すると思っていて、そこの地域通貨と通常使う日本円との間

で行き来が全くない、遮断されているとすれば、そういうような円の価値の変動に合わ

せて動かないような通貨の価値になると思いますが、どうしても円との連動というのは

地域通貨を設計していく上でも必要ではないのかなというふうに思っています。もしか

したら連動しないやり方もあるのかもしれませんが、ほとんどが連動すると思ってます。

例えば日本国内でいろいろ、地域通貨じゃないですけど、日本人、ポイントがためるの

好きなんで、ポイントが多く流通してたりすると思いますが、あれも大体１ポイント１

円だったりとかいうことで、価値が円と連動してるわけですよね。それを考えたときに

地域通貨だからといって円安の影響を受けないかといえば、そうでもないのかなという

ふうには思ってます。

ただ、その前段で言われたように、地域内で経済が循環すると、今まで一巡しかしな

かったのが二巡、三巡するというのは、これは町内の経済にとってかなりのメリットが

あるというふうに思っています。したがって、町内での消費を促すような取組をしてい

ますが、その一つの起爆剤として地域通貨・地域ポイントというのは有効ではないかな

という認識であります。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） 本町、私、花屋さんはないんだなと思って、ちょっと私

の認識だけかなと思ってんですけども、そういった、あと１００円均一のお店とかもな

いなと思っていて、大山町は約１万 ０００人おられて、その中の経済いという中で、

ああ、結構花屋さんというのは経営が難しいんだなというふうに考えたんです。

でも考えると、昔、江戸時代であるとか、村で、１００人の村という経済を考える上

で、そういう考え方をしたりしてますけども、その中で経済を回していけば皆さんが潤

っていくというようなことで、例えばそういう大山町の中にいると大山町のお客さんが

つきやすい、そういうような、そういう施策というのが地域通貨・地域ポイントという

のしやすいのではないかなと思ってます。

－２３１－



例えばですけども、花屋さん、その地域通貨を使うことでしたら１割安くなります。

これは町民さんの方にとっては非常にメリットになるわけです。ただ、今度花屋さんは

１割安くなって損をするかというと、１割営業フィー、営業の手数料というか、そうい

ったことを払うことで大山町全体の花屋さんの需要というのを拾えるという形にもなる

かなと思います。

そうしたときに、書かせていただいた新規参入というのがしやすくなってくるんでは

ないかと。今カフェとか、非常に新しいお店もできつつありますが、新規参入の面でも

地域通貨・地域ポイントというのは非常に有効ではないかと思うんですけども、その辺

りでどうお考えかというのをお聞かせいただけますでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

確かに花屋さん、あまり見かけないなというふうに思います。私自身も花買うときに

町外のお店使いますので、恐らく町民の大部分の方が、ああ、町内に花屋さんあったら

いいなというふうに思っているんじゃないかなというふうに感じてます。

それが地域通貨があればそういうものができてくるのか。確かにそういう効果もある

のかなというふうに思いますが、少し御説明の中でも触れられたかと思いますが、これ

は起業する側の課題であって、恐らく起業していただく、新規で花屋さんをつくってい

ただくような、そういう人が支援できるような取組のほうがお店としては成り立つとい

うか、スタートが切れるのではないかなと思っています。

今、ちょっと話がそれますが、リノベーション創業支援補助金ということで、パン屋

さんができたりとか、カフェができたり、ラーメン屋さんができたりということがあり

ますけれども、例えば今、毎年活用が進んでいるリノベーション創業支援補助金、それ

はそれとして、別建てでもっと業種を絞って、大山町内にない業種を増やしていく。そ

れによって町内での経済循環が高まるというような取組は考えられないのかなというふ

うに思っています。

リノベーション創業支援補助金に倣って、例えば町内の短期滞在向け施設をもっと増

やしていこうというような別枠の補助制度も今年度取り組んでいるところでありますし、

そういうようなやり方でほかの何か新規創業というようなものが促進できるようなこと

ができないかなというふうに思っています。

あとちょっと蛇足ですが、１００円均一のお店、これは１００円均一としてのお店は

ありませんけれども、町内のスーパーでありますとか、ドラッグストア等の中に１００

円均一のコーナーがあって、町民の皆さん１００円均一のお店というのには町内にはな

いという認識かもしれませんが、そういうふうにお店の中にコーナーとして入っている

面はあるのかなというふうに思っております。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。
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○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） 先ほどの話に少し戻るんですけども、１００人の村で経

済を回していく。以前、江戸時代だと、江戸だけかもしれないんですが、４時間ぐらい

働けば食うに困らなかったというような話があります。現代というのは、すごく技術も

発達して、いろんなものが便利になってるのに非常に働きますよね。私も東京で働いて

いたときとかは朝９時から終電ぐらいまで働いて、ストレスがたまって飲みに行って、

あまり貯金できないというような、そういう生活を繰り返していましたけど、そういう

昔は非常に潤っていた。宵越しの金は持たないと言ったりしますけども、その次の日に

は仕事があって、それで貯金しなくても、もうお金を全部使ってしまっても次の日には

仕事があって、それを少し４時間ぐらい仕事をすればもう十分潤うという形だったそう

です。

そういったものが私は、地域通貨・地域ポイントというのはうまく使うとそういった

ものになっていくんじゃないかなと思っています。現に今、農業されてる方でも、もう

今、半日ぐらいしか働きませんと言っておられる方いらっしゃいます。うまく働かれて、

自分の流通というか、仲間に自分の作った商品を売って、それで経済を成り立たせてい

るという形で、今導入されている自治体のように少し経済が回って、少し潤う程度じゃ

なくて、もう少し、もう本当に所得倍増じゃないですけども、そういったものがうまく

やるとできていくんじゃないかなと思うんですけども、その辺りを聞かれて町長、どう

思われるか、御意見いただけますでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

経済循環というところを考えたときに、これは地域通貨・地域ポイントというのは有

効であるというふうに考えておりますので、豊議員言われるみたいな効果、メリットも

出てくることがあるというふうには考えております。

もうちょっと根本的なお話をさせていただきますと、過去にもこの地域通貨の話とい

うのは出ていて、その際にやっぱり他の事例を見ますと、例えば何とか商店街とかいう

商店の集まりで地域通貨・地域ポイントされていたり、あとは商工会とか、そういう地

域通貨を導入する事業者が主体となってやられている、そういうような事例がうまくい

っている例として多いなというふうに感じております。

大山町としても過去に大山町商工会にもそういう地域通貨・地域ポイントというもの

が導入できないかと、商工会のほうで導入するのであれば、例えば財政的な支援である

とか、町でできる支援は協力するのでというお話をしておりますが、なかなか商工会の

ほうでも話がうまくまとまらないのか、進んでいかないというようなところがあります。

ただ、行政では、じゃあ、入れられないのかということになりますと、今マイナンバ

ーカードにポイントを付与したりするというような機能もあって、これは読み取り端末
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さえ整備をすればシステムとしてはもう確立がされていて、あとはカードを持ってもら

うだけでできるので、このマイナンバーカードの普及が進めばそういう行政主導の地域

通貨・地域ポイントの導入というものももしかしたら今よりも安価に、より簡単にでき

るようなことも考えられるというふうに思っています。今後の状況を見ながら、どうい

う形でやっていくのがいいのか、これはもう全くやらないという否定をしているわけで

ありませんから、ベストな方法を見つけながらやっていきたいなというふうに思います。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） この質問は最後にさせていただければと思うんですけど

も、こちらの地域通貨に関して、私は、ちょっと国防まで行かないですけども、そうし

た面でも重要かなと思っています。というのが、少し飛びますけども、先ほどの大原議

員のお話もありました肥料が入ってこないという形になると高騰する。高騰するだけだ

ったらいいんですけども、完全に入ってこないという形になれば農業ができないんです

ね。なので地域内で物を回すという考え方というのは非常に重要かなと思ってます。

あと今非常に便利なのであれですけど、いわゆるＧＡＦＡとかビッグ・テックとか言

われる、そういうサービスをどうしても使ってしまいがちですけども、そういったもの

を使うなということでないですが、そうではなくて、なるべく町内、なるべく県内、な

るべく国内でお金を回そうというそういう考え方自体が日本人、鳥取県民、大山町民の

豊かさにつながると。ひいてはそういった何かが物が止まってしまったとき、半導体が

止まってしまったときとか、そういったときに、非常に今困ってるわけですけども、そ

ういったものを回避できる。下手すると食料が止まってしまったときにということがあ

まりそこに依存し過ぎると非常に困るということの意識づけにもこの地域通貨というの

は、ちょっと飛躍してるかもしれないんですが、重要かなと私は思っています。そうい

った面でも導入する、そこに行政の思いというのを町民に伝えるというのも重要じゃな

いかなと思っているんですが、それ聞かせていただけますでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 行政としての地域ポイント・地域通貨に対する考えというとこ

ろで、確かに今経済の面でいろいろと輸入の関係、非常に苦しいところがあると思いま

す。そういったリスクを減らしていく上では、なるべく地域内で経済が循環するのは望

ましいというのは、これはおっしゃるとおりだと思います。

ただ、エネルギー、食料、これは大山町内で自給ができているというのは、昨日の西

本議員の一般質問の中でもそういうお話ありました。確かにそうだと思いますが、ただ、

それだけで生活ができるかといえば、この現代社会、今我々の生活を支えている、例え

ば電子機器であったりとか、そういうものはなかなか自給するのは難しいところがあっ

て、本当にただ生きていくだけでいいというところであればエネルギー、食料が確保で
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きればいいのかなと思っていて、そういう意味でも町内での経済循環と併せて町内での

エネルギー、食料の自給を高めていくとかいうところは大切ではないかなというふうに

思っています。

あと、またちょっと話外れますが、地域通貨・地域ポイントということで行政が期待

するところとしては、地域の経済循環だけじゃなくて、もし行政が導入するということ

になれば、持っていただく町民の皆さんに対して例えばポイントを付与することで地域

活動とか、ボランティア、そういうものに参加してもらう動機づけにも使えるのかな、

そういうふうにされている自治体も実際にありますので、そういうこともできないかな

というところは行政側が地域通貨・地域ポイントに期待するところであります。

地域内の経済循環と併せまして、そういう町内でのメリットを検討しながら今後の地

域通貨・地域ポイントの導入に向けて引き続き検討を進めていきたいというふうに考え

ております。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） 前向きな答弁いただいて、ありがとうございます。私は

経済建設委員ですが、ほかの２委員会でも視察でこの地域ポイントの件であるとかを視

察に行かれるそうなので、今後議会でもまた話題に上がるのではないかと思います。よ

ろしくお願いいたします。

では、２問目に移りたいと思います。

では、２問目は、本町の新型コロナウイルスの対応についてということで、これは半

年前の３月の定例議会でも１問目はほぼ同じ内容でさせていただきました。新型コロナ

ウイルスやワクチンに関して、日がたつにつれ情報も増え、世界的に規制も撤廃されて

いっている中、本町の新型コロナウイルスの対応についてお伺いします。

１、新型コロナウイルスの分類を２類感染症から５類感染症へすることで医療機関の

負担が減り、経済が立ち直るのではと考える専門家もおり、世界各国も規制撤廃されて

いっている。様々な研究も進み、５類である季節性インフルエンザの致死率よりも新型

コロナウイルスのほうが同等かそれ以下の致死率になっているという研究もあるが、県

や国に本町から２類から５類に変更する要望を出す考えはないか。

２、オミクロン株に対応したワクチン接種が本町でも始まっていっておりますが、そ

れまでのワクチンはオミクロン株には対応していなかったということか。

３、厚生労働省の分科会で５歳から１１歳へのワクチン接種努力義務の適用が決まり

ました。努力義務という言葉はいかにも義務であり、強制であるかのような印象を与え

ます。厚生労働省のホームページにも努力義務と呼ばれていますが、義務とは異なりま

す。接種は強制ではなく、最終的には、あくまでも御本人が納得した上で接種を御判断

いただくことになりますとあります。印象と実質的な内容とに乖離があるように思われ

ますが、しっかりとした周知が必要だと思われます。本町のお考えと方針をお伺いでき
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ればと思います。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） 豊議員の２問目の質問、新型コロナウイルス対応についてとい

うことで３点御質問いただいております。

まず、１点目の新型コロナウイルスの分類を２類から５類に変更する要望を出す考え

はとのお尋ねですが、これに関しましては国で検討するものであって、状況を見て対応

したいと考えております。

２点目の従来型ワクチンはオミクロン株には対応していなかったのかとのお尋ねです

が、これは対応しているものです。重症化予防効果に加えまして、一定の感染予防効果

及び発症予防効果が認められているところです。

３点目の小児接種における努力義務についての考えと方針のお尋ねですが、接種はお

っしゃいますように本人及び保護者の考えで受けていただくものという方針であります。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） 前回、３月の定例会で同じ質問を１問目はさせていただ

きました。２類の感染症から５類へということで、それでそれを聞いていただいた町民

の方が６月の、３か月前の定例会が終わった後、この議場に来ていただいて、終わるの

待っていてくださって、私がそういった話をしたことに関して話ができるのかなという

ことでお話をいただいた方がいました。６月にお話しいただいたんですけども、これか

ら暑くなる中で、その方は２人の小学生の方をお持ちのお母さんでいらっしゃるんです

けども、これから暑い中マスクをつけて運動する、そういった中で倒れたりする子供も

いる。非常に心配だということで来られまして、話し終わったときには、そのとき初対

面であったんですけども、涙を流しておられました。いろいろ考え方というのはあると

思うんですけども、非常にこのコロナの件で苦しんでおられる方もいらっしゃいます。

この５類になればマスクが外れて、そういった心配もしなくてもいいんじゃないかとい

うふうに期待していたそうです。

ということで、国のことではあるんですけども、町としてもぜひそういった方を拾っ

ていくというか、そういった意見を拾っていく形で取り組んでいただきたいなと思って

いるんですが、特にそういった運動の機会にそうしたマスクをつける。実際に大阪では

亡くなった方もいらっしゃるそうで、そうしたことで、その方は学校にもそういったこ

とがあったということで、なるべく自分の子供にはマスクをつけさせないようにしてく

ださいということではあったんですけども、本人の意思に任せていますと、苦しくなっ

たら外しなさいと。苦しくなったら外しなさいというのが、なかなか小さい子供には判

断しかねるんじゃないかと。そしてみんながつけてる中でマスクをして、何かあったと
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きということを非常に懸念されておられました。

そうしたこと、一事例ではありますけども、それを踏まえて本町からそうした働きか

けをしていくというのをまた再度検討いただけないかなと思うんですが、いかがでしょ

うか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

豊議員言われるみたいなお話、それから話を聞かれた町民の方の意見、いろいろある

と思いますが、一方で、そうではない、今まだ新型コロナウイルスが怖い、重症化リス

クを持っている、感染したら死んでしまうかもしれない、そういうふうに不安を抱えて

おられる町民もいらっしゃいます。そういういろんな立場の方がいるところで一つの要

望を国に対してしていく、働きかけていくというのは、これは行政としてはかなり難し

いところかなというふうに思います。

ただ、全体としては、やっぱり２類か５類かという話ではなくて、マスクをつけなく

てもいい場面あるんじゃないか。感染リスク考えたらマスク要らないんじゃないですか

というような場面はあって、これも厚生労働省がマスクをつける場面、つけない場面と

いうことで指針は示しております。屋外ではマスク着用しなくていい、屋外で距離が取

れていれば話をするときもマスクしなくていいと。距離が保たれてないときはマスクし

てくださいとかいうような指針出されてます。ですので、２類、５類にかかわらずマス

クの着用の場面というのはかなり緩和をされてきておりますし、今後も感染リスクを見

ながら対応がなされていくものというふうに思っています。

また、この２類、５類という話だけではなくて、ほとんどの町民が思ってるところと

しては、コロナ前の日常に早く戻ってほしいなというところは皆さん願っているところ

かなというふうに思っていて、なるべく今ウィズコロナということで感染対策をしなが

ら日常に戻していきましょうというような方向づけがされて、だんだんそういうように

社会もなってきているところでありますので、今後２類から５類に変わるのか変わらな

いのか分かりませんけれども、それとは別にコロナ前の日常に戻せるとこは戻していく、

そういうような行動を変えていくような取組とか、国が出しているそういう指針をしっ

かり町民の皆さんに周知をしていく、そういうことも大切ではないかなというふうに思

っています。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） ２問目のオミクロン株に対応しているということだった

んですけども、以前のものも対応しているということで、今回はオミクロン株に対応し

てる、５回目の接種ですね、ということですけど、違いというのはどういったとこにな

るんでしょうか。
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○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

私も医療の専門家ではないので、すごいざっくりした説明になると思いますが、オミ

クロン株に対応した中和抗体のできる量が⒈数倍になると、２倍まで行きませんけれど

も、できる量が増えるということで、以前も対応していたけど、より対応ができるとい

うワクチンだというふうに認識をいただければというふうに思います。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） 今回のオミクロン株に対応してるワクチンというのは、

ＢＡ．１を基にしてると言われていますが、なのでＢＡ．５には結構効果が薄いんじゃ

ないかという、そういうお話もありますが、本町としてはどういう認識でしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

これは国が出している情報のとおりで、以前のワクチンに比べたらより効果が高いと

いう認識でございます。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） 今回のオミクロン株に対応してる５回目の接種なんです

けども、今七波が終わりかけようとしていますが、恐らく２類から５類にという変更が

なければ八波がというのも当然来るのかなと思っております。八波には対応しているん

でしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

まずはこのオミクロン株対応ワクチンという名前、これに一つ課題があって、国がオ

ミクロン株対応ワクチンをやりますというふうに、夏の初め頃だったか、話がありまし

た。その際、県の会議でも言ったんですが、オミクロン株対応ワクチンという表現を使

うと、じゃ、今のワクチンは効果ないのというような方が増えるんじゃないかと。そう

じゃなくて、オミクロン株により有効なワクチンとか、今もワクチンとしては効果があ

って、それ以上にもうちょっと効果が高いワクチンですよというような説明じゃないと、

今ワクチン接種しようとしてる人がみんなキャンセルするんじゃないですかという話を

しました。実際にオミクロン株対応ワクチンという話が出てから、大山町もそうですし、

ほかのまちでも何かキャンセルがちょっと増えたんじゃないかなというような実感があ

るというふうに聞いております。ですので、この名称がかなり町民の中でも国民の中で
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も今までのワクチンは何だったんだというような印象になってしまっているのではない

かなというふうに思います。

今後の新型コロナウイルスの波が来るのか来ないのかというところで、今のこの感染

者が減ってきたところは、いろいろこれも専門家が分析していて、いろいろ言われるわ

けですが、一つにエアコンの使用が減ってきて、窓を開けて換気する機会が増えたと。

換気がよくなってくればこういう空気感染をするような感染症というのは減っていくと

いうのが大体一般的であるというふうに言われておりますので、今その要因としては、

換気がよくなってきたとか、そういうところがあるのかなと思います。

今後また冬に向けてそういう換気が悪くなってくると、当然また波が来るのかなとい

うふうに思いますが、それに向けて今、国のほうでは年内にワクチン接種を完了するよ

うにというような話も出てますが、大山町としても個別接種、集団接種はじめとしてワ

クチン接種になるべく早く取り組んで、なるべく早く町民の皆さんに受けていただく、

それによって次の波を抑えていくというような努力をしていきたいと考えているところ

です。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） 今オミクロン株の対応ワクチンの効果についてお聞きし

たんですけども、町長の答弁に関しては、私はそういったことお聞きしたいというのは

あまり期待してなくて、お聞きしたのは、何か私としては非常に国の政策というのが矛

盾しているような印象を受けます。今、今回も質問させていただきましたが、３月の段

階で同じ質問させていただいたとき、そのときも２月に中旬にデンマークではマスクの

規制というのは撤廃されて、そのままです。その後、世界中ほとんどの国がそうしたマ

スク、あとＰＣＲ検査もほぼなくなってきております。海外旅行に行かれた方というの

も、全てちょっと把握してるわけではないですが、ＰＣＲ検査もなければ、ワクチン接

種の証明を見せるという義務もなくなってきているそうです。そうした中で、なぜまた

効くかどうか分からない、もうピークが終わりかけているのに、八波に向けてなのか分

からないですが、５回目接種するというのは、私としては何かすごく矛盾を感じます。

町長がそう思っておられるかどうかはちょっとここでは置いといたとして、なかなか

そういう答弁も難しいかと思いますので、もし、仮定の話をするのはちょっとよくない

かもしれないですが、町長が私と同じように、このコロナの件は置いといたとして、国

と方針が違うと、これはおかしいなと思ったときに本町としてそれとは違う方針という

のは持てないのか。なかなか難しいとこだとは思うんですけども、そうしたときがある

ときには竹口町長としてはどういう行動を取られるのか、難しい質問だとも思うんです

けども、お答えいただけますと助かります。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。
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○町長（竹口 大紀君） お答えします。

まず前段の諸外国ではこのコロナ対応が大分緩和されていて日常に戻っていると、日

本はまだ戻ってない、そういうようなお話がありました。諸外国にしましても日本にし

ても、このコロナ対応というのは、それぞれの国において民主的な方法で決めて対応し

ているということであって、それぞれの国民が考えるような対応になっているものとい

うふうに考えております。

また、その後の話で国の方針と町の方針が違うときどうするんだということがありま

した。これは各種事業とかいろんな施策をやる上で、国の方針と町の方針がどうしても

違うような場面というのがあります。そうなったときには、まずは法律にのっとって行

政を進めるというのは大前提ですが、その法律の範囲内でできる限りの町民の利益にな

ることを国に対して要望していくということはしていかなければいけないというふうに

考えております。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） 最後に、今４回目接種まで終わりましたが、その段階で

世界の中で日本というのは接種率が、物によるかもしれないですけども、接種率３位だ

そうです。この前、七波というのは、一番感染者数が多かった。世界１位の感染者だっ

たということで、非常に矛盾を感じています。

私は、その中で次の５歳から１１歳、さらに４歳以下にワクチンをしていくというの

は、全く私としては意味が分からない、国の政策というのは意味が分からないなと思っ

ています。

最後に、そういった中で竹口町長の御意見をお伺いして終われればと思います。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

この第七波によるところの感染者数が日本が多かったという話がありました。これも

いろいろ国が見解を出したり、専門家が分析をしたりしていますが、世界各国が日本と

例えば検査の仕方、検査の数が全く同じであれば同じ土俵で数が多い少ないというとこ

ろは言えるのかもしれませんが、これは日本の検査数と感染者数というところで多く数

が報告されていたというところが一つ要因としてはあるという認識です。世界では検査

をしない、あるいは感染者を全数把握してない、そういうようなところもあるように聞

いておりますので、日本の場合はそれが数字として出たというところで、これは人口当

たりの感染者が飛び抜けて多かったかどうかというところは議論の余地があるのかなと

いうふうに思っています。

その上で、国の対応、政策、今後のコロナ対応の方針に関して、現状で今の大山町の

町民が考えるところと大きくずれはないというふうに思っていますが、今後も町民の不
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利益になることがもしもあればしっかり国に対しては意見をしていきたいというふうに

考えております。

○議員（３番 豊 哲也君） 終わります。

○議長（米本 隆記君） これで豊哲也議員の一般質問を終わります。

○議長（米本 隆記君） 次、１番、小谷英介議員。

○議員（１番 小谷 英介君） 一般質問させていただきます。

まず先ほど大原議員の一般質問を聞いていまして、最初に思いを述べられていて、あ

あ、すごく聞きやすいなと、その問題について、なぜ取り上げたのか、そういったとこ

ろが聞きやすくて、いいなと思いましたんで、ちょっとまねをさせていただきたいなと

思うんですけども、今回の私の質問、１問だけなんですけども、組織の運営とかマネジ

メント、そういったところになるかなと思います。

今回この一般質問２日間の中でもいろんなこういったこと検討してみないかみたいな

提案がいろいろ上がってきました。ゼロカーボンシティのこともそうですし、淀江イン

ターチェンジのことなんかもそうですし、あるいはコロナ対策もそうですし、地域通貨

なんかの話も出てきました。こういった新しい案件に対して、全てやる、やらない、全

てやるわけにはいきませんし、何をやるか、情報収集どうしていくか、そういったこと

本当に大変だと思います。そういったことに対応していきながら、かつ既存の事業もし

っかり回していけるような組織というものをどういうふうにつくっているのか、あるい

は今後つくっていくのかみたいなところはすごく大事なテーマだなと思いまして、この

話を取り上げさせていただいてます。

ちょっと私個人のもう少しお話しさせていただくと、私の社会人としての歩みとして

は、最初に、新卒で大学卒業して入った会社が提案型営業の仕事でして、人によっては

電話の受話器をガムテープでつけて毎日１００本から２００本中小企業のリストに片っ

端から電話をかけて、アポ１件か２件取れたらいいんですけども、そのアポ取れたとこ

ろに訪問して、中小企業、零細企業の、大体従業員規模からいうと数人から十数人、年

商でいうと数千万から数億円ぐらいの規模のところに行って、社長の、まずいきなり社

長に対して、これやりませんかとか、買いませんかと言っても全然通用しませんので、

経営相談から入ると、新卒１年目の社員がいきなり経営相談から入るという、なかなか

難しい仕事だったんですけども、そういったことで３年程度そういった仕事する中で、

いろんな業種、建設業、人材派遣業、ガソリンスタンド、いろんな会社の経営者の気持

ちなんかを聞く機会がありました。総じてほとんど多くの企業の経営者は、孤独と闘っ

ているといいますか、相談できる相手がなかなかいない中で、こんなひよっこでもちょ

っとキャッチボールがてら話しするかと、話ししていただけるような方も大勢いらっし

ゃいました。

その後、転職しまして、かなり規模としては数千人社員がいるような会社に入社しま
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して、そこで私、経営企画とか、それから社長室とか、そういった自社の社長に近いポ

ジションで、自社の社長が考えてることをできるだけ具体化をして、ほかの社員に伝え

るというような仕事を何年かしてました。全く違う視点だったんですけども、ある意味

そういった意味で大きな企業の経営者の視点と中小の経営者の視点というところをかい

ま見させていただいた、たまたまそういった環境にいました。

で、今、私はここにいますと。そこで竹口町長と出会いまして、出会ってというか、

変な話なんですけども、こういって町長と議員という形で今お仕事をさせていただいて

るところなんですけども、恐らく今、竹口町長の中では、この５年間ですかね、いろい

ろ大変だったと思いますし、恐らく孤独と闘われてるところもあるんじゃないかなとい

うふうにお察しします。

私がこの数年間、竹口町長と接する中で、実は一個だけ最初から疑問がありました。

今も実はちょっと疑問なんですけども、竹口町長は、ふだん町政を考えられてるときに

誰と話をしてるんだろうと、誰に相談をしてるんだろうという疑問は最初からありまし

た。それは多分、私が先ほど御説明したような経験があったので、中小企業の経営者ス

タイルなのか、あるいは大企業の経営者スタイルなのか、いろんなスタイルのある中で、

いろんな議案が上がってきても、その議案の背景としてどんな話合いがなされたのかな

んかも想像するわけなんですけども、常に竹口町長は一体誰と検討してこれを進めてる

のかなというのは素直な疑問としてありました。

仮定の話をすると、中小企業の経営者にありがちなんですけども、もうほぼ自分で決

めると、自分で考えて自分で決めるというスタイルがあります。中小企業の場合、零細

企業の場合、敏腕経営者であればそれでうまくいくんです。敏腕経営者でなければ潰れ

るんですね。それはつまり経営者の責任において、経営者が大体社長で、自分が資本金

出してやってますから、それはもう自由だと思うんです。

ただ、それが大山町役場ということになったときに、大山町役場が潰れては駄目なわ

けですよね。というところの中で、仮説として、竹口町長は、私は今考えてるのは、も

しかしてよく言えばすごく力強いリーダーシップでやっている、悪く言えばワンマンで

大山町役場を今切り盛りしてるのではないかなという、ちょっと猜疑心のようなものが

ある中で今回この質問させていただいてます。実際は違うということであればいいなと

思うんですけども、そういった背景の中で御質問をさせていただいているというところ

になります。

小問に行かせていただきます。まちの未来をつくる組織づくり、変化に強い組織づく

りについて。

現在、組織横断的な会議の進行管理・調整役はどの部署が担当しているのか。

２番目、現在町の地域課題を長期的、俯瞰的、全体的な目線で捉えて、ＫＰＩ、目標

数値なんかを策定し、管理・分析し、施策を立案する業務は、どの部署が担当してるか。

３つ目、今後、役場内に社長室機能を新たに整備または強化し、部署横断的、長期俯
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瞰的な課題解決力を高めないかということで３問質問させていただきます。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） 小谷議員から、まちの未来をつくる組織づくり、変化に強い組

織づくりについて３点御質問をいただきました。

その前段で、小谷議員の今までの経歴、いろいろされたんだなというふうに思いまし

た。また、仮説のお話がありました。想像力豊かだなと思いましたが、結論から言うと

仮説は全部間違ってるなというふうに思います。その仮説が事実ではないというのをこ

の３点のお答えの中でお話ができればいいかなというふうに思います。

まず、１点目の、現在、組織横断的な会議の進行管理・調整役はどの部署が担当して

いるかとのお尋ねですが、組織横断的な会議の進行や調整に関しましては、その会議の

内容によりまして個別に定めております。主となる担当課が事務局として対応するケー

スが多いのが現状でございます。例としましては、新型コロナウイルス感染症対策本部

会議、これは総務課が事務局としてやっておりますし、似たような名前ですが、新型コ

ロナウイルスワクチン接種体制協議会、これは健康対策課が事務局としてやっておりま

す。また、これも例ですが、自転車活用推進チームの会議は観光課が部署横断的にやっ

ておりますし、町営住宅のＰＦＩの検討会議、これは企画課が各課集めて協議を進めて

おります。

２点目の、現在、町の地域課題を長期的、俯瞰的に捉え、ＫＰＩを策定・管理・分析

し、施策を立案する業務は、どの部署が担当しているかとのお尋ねですが、これも１番

の答えと似たようなところになりますが、その内容によって役場各担当課で分析あるい

は政策立案を行っているところであります。

３点目の、役場内に社長室機能を新たに整備または強化し、部署横断的、長期俯瞰的

な課題解決力を高めないかとのお尋ねですが、これは社長室機能というのは、部署横断

的、長期俯瞰的な課題解決力を高める手法の一つとして受け止めたいというふうに考え

ております。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（１番 小谷 英介君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 小谷議員。

○議員（１番 小谷 英介君） 一つ、もう少し詳しく教えていただきたいんですけども、

今の回答の内容からすると、いろいろなそういった横、部署横断的な会議体ですとか、

もしくはそれから長期的、全体的な事業なんかの管理もケース・バイ・ケースで各課が

担当しているというふうな内容ですけれども、ちなみにそういうやり方をされている何

か理由は、理由、背景、考え方あったら教えてください。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。
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○町長（竹口 大紀君） お答えします。

今のこの部署横断的な会議を持つときに、その主となる業務を持つ課が事務局的な機

能を担っているというのは、これは自然な流れであるというふうに思っています。組織

規模が、それは小谷議員がおられたような何千人という規模であれば、そういうような

専属の部署も恐らくあるでしょう。大山町でいえば正職員２００人ほどの組織ですので、

そこまでそれ専用の部署を持ってやるような組織規模ではないかなというふうに思って

おりますし、それぞれの課でそういった取りまとめが現状できているかなというふうに

思います。スムーズじゃないところもあるとすれば、それは改善をしていくという積み

重ねで対応ができるものというふうに考えております。

○議員（１番 小谷 英介君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 小谷議員。

○議員（１番 小谷 英介君） よく分かりました。

少し視点を変えた質問なんですけれども、例えば今の考え方に沿って各担当課にいろ

いろなそういう全体的な目線を持って、それから必要に応じては部署横断的な推進をし

てもらうに当たって、そうすると各担当課にしっかりとその期待に応えられるような職

員がいることがやはり前提になってくるわけなんですけども、そこでちょっと考え方を

お伺いしたいんですけれども、組織あるいは人材の在り方として竹口町長が考えられる

求められる人材像、役場職員の姿勢として求められる人材像はどのようなものでしょう

かと。

ちなみに私のほうから、私がどう思うかなというところちょっと、私の考え先に言わ

せていただくと、私の考えとしては、職員の方一人一人が、まず一番大事だなと思うの

が、町のこと、町の未来を自分事として考えるということがすごく大事だなと思ってま

して、他人事じゃなくて自分事ですということをまず捉えていただいた上で、組織です

から、町長、首長の考え方を理解し、町の計画、方針を理解し、つまり全体の方針を理

解した上で住民のニーズを捉え、最後に、日々の事業を改善して、あるいは必要な事業

あれば新たに立案していくと、そういったのが理想の職員像だなというふうに思うわけ

なんですけれども、この辺り町長の考えお聞かせください。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

確かにそういうような職員像もあるかもしれません。行政としては、かなり幅広の分

野で業務を行っています。町民の関心事、あるいは一般質問見ていただいても分かると

おり、議会の関心事もかなり多方面にわたります。それぞれの課で業務に当たる職員と

いうのは、確かに小谷議員が言われるような職員像が理想の職員像としてぴたっと当て

はまるようなところもあれば、そうではなくて、例えばより的確に事務処理をする、法

令関係の業務を行うとか、そういうようなところもあったり、また様々な分野に業務が
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多岐にわたりますので、一つの職員像を掲げるとすればかなりぼやっとした話になるの

かなというふうに思います。

また、理想の職員像というところでいえば、やっぱり理想像も確かに大事なんですが、

職員本人のどういうモチベーションでどういう仕事をしていくか、機械じゃありません

ので、それぞれの思いもあるでしょう。そこと行政として、役場として求める理想像を、

理想像を掲げたから、そこに近づけなさいということではなくて、職員一人一人の考え

とか、気持ち、思い、この町に対する思い、町民に対する考え、そういうものも大事に

しながら理想像というものは掲げなければいけないかなというふうに思っています。

○議員（１番 小谷 英介君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 小谷議員。

○議員（１番 小谷 英介君） 今、竹口町長が言われた職員の方一人一人の理想像とい

いますか、職員の方が何をモチベーションに何をやりたいのかみたいなところが大事と

いうのは、そのとおりだなと思います。

これ組織の一般論ですけども、組織としてのあってほしい姿、あるいは期待と、そこ

で働く方々のそこを一致させていく、一致して近づけていく、そのときに一番組織とし

て力が発揮できるというふうに思いますんで、各個人の思い、それとともにやはり町長

としてどういった組織、どういった人材像という理想は持っておくべきかなというふう

に思うんですけれども、改めてちょっとお聞きしたいんですけども、人材像でなくても

いいんですけども、組織としてどういった組織を目指されているのかというところちょ

っとお伺いしてよろしいですか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

これはかなりぼやっとした話になると思います。もう副町長以下全部の管理職も含め

て職員に当てはまることだと思いますが、職員に求めることとしては、まずコミュニケ

ーション力。これは町民、事業者、関係する全ての人にどういうような考えでそういう

制度があるのかとか、どういうふうなことに困っていて、何をしなければいけないのか、

そこを円滑に進めていく潤滑剤としてコミュニケーションというものがあると思ってい

ますので、コミュニケーション力、これはまず求められるというふうに思っています。

それから、よくある役場の悪いイメージとして、何かいっつも机に座っとって、町民

の生活をよく見てないみたいなことは言われるわけで、それはただの偏見かもしれませ

んが、中にはそういう職員もいるかもしれません。しっかり現場に出て、フットワーク

よく現場を見て、町民を見て、今課題が何なのか、困り事が何なのか、どういうものを

求めているのか、そういうものを感じ取れる、そういう現場力というか、フットワーク

の軽さというものはどの職員にも求められるというふうに思います。

また、いろいろありますけれども、時間も限られてますので、もう一つぐらい上げる
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とすれば、よく前例主義と言われて、前からこうやっとったけん、それでいいわという

ことではなくて、今の課題に対応するためには何をしなければいけないのかというとこ

ろをしっかり考えて政策立案をする、前例にとらわれない政策立案をして、今の課題に

対応していく、そういう能力もどの職員にも求められるものというふうに思います。

○議員（１番 小谷 英介君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 小谷議員。

○議員（１番 小谷 英介君） ありがとうございます。今の町長の回答は、実は私が先

ほど言った職員一人一人が町のことを自分事として考え、首長の考えや町の計画、方針

を理解し、住民ニーズを捉え、日々の事業を改善、新たな事業企画できるという内容と

かなり似てるかなと思います。なので、あんまりそこに対して考えが違わないんだなと

いうことが今確認できて、とてもよかったです。

その上で、今現状の、竹口町長が５年務められて、組織の今の現状を採点をするとす

れば、１００点満点でもいいですし、１００％でもいいですけれども、今どこまで到達

されてますか。当然１００ということは多分ないと思うんですけども、常に未完成な中

でどんどんやっていくというところだと思うんですが、大体どれぐらい今達成されてま

すでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

これは私が町長に就任をしたときから決めていることですが、自己採点をしない、人

の点数をつけないということを基本としておりますので、採点は難しいかなというふう

に思います。

理由としては、採点というのは点数だけ独り歩きします。その点数によって一人一人

感じることは違います。そんな曖昧な表現というのは、自己採点あるいは他者を採点す

るというところには潜んでいるというようなことがありますので、採点はしないという

考えであります。

○議員（１番 小谷 英介君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 小谷議員。

○議員（１番 小谷 英介君） 町長のお考えよく分かりました。

では、点数ではなくて、内容的なお話でいいので、理想とされる姿に対して今、町長

の中でちょっとこれがもう少し組織として足りてないんだよなと思われる部分、いろい

ろあるかと思うんですけども、それを１個か２個、あるいは２個か３個上げていただけ

ますでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。
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組織の課題としては、先ほどの職員の理想像と重なるところあるかもしれませんけれ

ども、やはりまだまだコミュニケーション力が十分でない場面あると思いますし、フッ

トワーク軽く仕事を全ての職員ができてるかといえばそうでない面もあるかと思います。

そういうところで課題はあるのかなというふうに思います。

○議員（１番 小谷 英介君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 小谷議員。

○議員（１番 小谷 英介君） ありがとうございます。

冒頭に私が大変失礼なことを申し上げましたけども、ワンマン経営だという仮説を申

し上げたわけなんですけども、そう思った背景としては、これまでこの議会の中で、私

も幾つか、２件修正動議を上げさせていただいたこともありましたし、議案に対して反

対したこともありました。そのときの共通的なこととしては、町長は、やはりいろんな

ことを考えられているので、答弁しっかりされるんですよね。されるんですけども、担

当課長がうまく説明ができないみたいなことが多々見受けられたんです。

それは組織としてはどういう状況なのかなというのを、またちょっと妄想を膨らませ

てみるんですけれども、これも妄想ですけれども、恐らく竹口町長はすごく精力的に、

積極的にいろんなとこにアンテナ張られてますし、先週も南魚沼のほうにも行かれてま

したし、いろんなことを考えられてます。先ほどからもういろんな角度から、あれはど

うだ、これはどうだと議員から言われても、すらすらしっかり答弁されてる。誰にでも

できることじゃないと思うんですよ。

というようなことを町長はされてるんですけども、恐らくいろんな事業、町長はこれ

をやろうと思われたことがその下の課長のところにそれこそコミュニケーションとして

しっかり、なぜその事業が必要なのか、何のために必要なのか、何を目指すのか、そう

いったところがしっかり取られないまま、これはもちろん受け側の問題もあると思うん

ですけど、なぜそれ必要なんですか、町長としっかり言わなければいけないんですけど

も、それが何らかの理由で、それはそこの理由までは私分かりません。もしかしたら町

長がすごく実は怖い方なのか、あるいは話してても何かごまかされてしまうのか、ある

いはいろんな事情、いろんな理由があると思うんです。そこはちょっと分からないです

けども、そこのコミュニケーションがうまくいってないんじゃないかなと。結果として、

課長から課長補佐、主幹、主任と下りていったときに、末端に行けば行くほど何のため

にこれやるのか分からない。でもやらなきゃいけない。

町長が言ってるからやらなきゃいけないんだということでいろんな事業が進んでいて、

一方で、現場の職員は自分の抱えてる業務があるので、新しいことなんて考えられませ

んと。よし、分かった。じゃあ、コンサルに出そう、外注に出そうよ、それしかないよ

となってるんじゃないかなと僕は妄想を勝手にするわけです。だってそれはそうでしょ。

自分が今忙しくて、しかも何のためにやるのかも、やる気も出ないんだったら、さっさ

と形にしてくる外注、コンサル出そうと思いますよね。当然そんな状況で、外注のコン
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サルタントは来ますよと。大山町さん、何がお困りなんですか。そういったことやりた

いんですか。大山町さん、ちなみに、じゃあ分かりました。今回、自転車やりたいんで

すね。大山町さんって何で自転車やりたいんですか。いや、それは町長がやりたいって

言ったから、それはちょっと私に聞かれても困りますと。むしろ、何なら何でやらなき

ゃいけないかも含めてコンサルタントさん、まとめていただけませんか、住民のニーズ、

ちょっとまとめていただけませんかというのが私の妄想です。けれども、それは極端な

例かもしれません。ただ、それと似たようなことが起きてるんじゃないかなということ

を、今のは妄想ですけど、事実としては、そういった議会の中の答弁で担当課長が明快

に答えられてない。その中で町長はすらすら答えられる。ただ、実際にやるのは担当課

長であり、その下の部下なので、そこのコミュニケーションがうまく図られてないんだ

としたら、死活問題だと思うんですよ。

その辺りを私としてはすごく問題だなと思ってまして、今回私が質問してる内容とし

ては、そこのコミュニケーションが恐らく何らかの事情で問題がある、かなりの確率で

そこの問題はあるんじゃないかなと思ってまして、そこのコミュニケーションをつなぐ

通訳のような、コミュニケーションのエンジンとなるような、そういった存在をまずは

つくるべきなんじゃないかなと思ってます。

それが私が言う社長室機能であり、別に社長室、つまり大山町役場でいうと町長室で

ある必要もなくて、例えば、それは別に企画課がやってもいいと思いますし、私が地域

おこし協力隊として企画情報課に所属してたときに、未来づくり戦略室という室があり

ました。私が今言ってることを完全に同じような役割だったかどうかは分かりませんけ

ども、少なくとも、その未来づくり戦略室の中で横串に新規にというところでいくと、

例えば、今もありますけども、カーブスとの連携事業なんかはまさにそういった事業だ

ったと思います。私も関わらせていただきましたけども、なぜカーブスとの連携が必要

なのか。それは、介護保険、医療保険が膨らんでいく中で、予防が必要でしょうと。そ

の中で、実際に民間のノウハウを活用していきましょう。じゃあ、民間のノウハウを活

用して一体どんなことをやっていけばいいのか。鳥取大学との連携でこういったことも

やっていきましょう、そういったことをやっていきましょうという素案を未来づくり戦

略室の中で一回固めた上で、町長といろんなかんかんがくがくしながら、その内容をカ

ーブス側ともかんかんがくがくしながら、ある程度方向性として固まったものを当時の

健康対策課とも調整をして実際に事業としてのせていったというようなことが私の記憶

の中であって、決して大山町でもそういった動きが過去なかったわけじゃないと思うん

ですよね。

そういったところの中で、何かしらそういうコミュニケーションのエンジンとなるよ

うな、通訳となるようなところを、そういった部署を実際つくるべきなんじゃないかな

と私としては思います。

もう一つだけ言うと、ちょっと長くなりましたけども、私が考えるに、今現在そうい
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ったことを動きがなかなかできてない部分があるとすれば、２つの壁があると思ってま

して、それはやる気の問題とスキルの問題だと思います。職員としても、やる気がない

か、あるいはスキルがなければ、自らこういったことをやるべきだといったことや、あ

るいは町長から来た指示に対して、いや、こうじゃないですかと言うことはなかなかで

きないと思うんですね。なので、そういった動きができるように、将来的に、まずは町

長室なりなんなりを何人か数人かでつくると。今、庁内の役場の中でそういったことが

できるメンバー、できそうなメンバーを数人まずは固める。その中で、新しい案件を一

回そこでもむというような部署をまずつくる。数年したら、そこのメンバーをローテー

ション１人ずつしていくわけですね。そうすると、１０年後、２０年後には各課に同じ

ような動きができる人たちが散らばっているというようなことを目指していくべきなん

じゃないかなと私はすごく思います。

ということで、今、私が言いたいことは言いましたので、今のお話を受けて、町長と

してどう考えられるかということを最後にお聞きして、終わりたいと思います。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 小谷議員から最後の質問ということで、２つあったと思います。

まずは、妄想の話が長かったんですけれども、私は町長ですし、政治家でありますか

ら、誰に何言われても、それが事実でなくてもそんなに腹を立てずにやっていっとりま

すが、今のその妄想の話を聞いた町民とか、あるいは職員、その中で、やっぱり少しで

も不快に思われた方があるというところが恐らくあるんだろうな、今この中継を見てい

て、町民も職員も中継を見てるでしょうから、そこで不快に思った方があったとすれば、

残念だなというふうに思います。

その上で、小谷議員の積極的な御提案として、社長室のような機能をつくったらどう

かという話がありました。今の政策を進めていくときに、確かにトップダウン的にやる

こともあれば、職員からの提案でやることもあります。最近では、うまく方針だけを示

して、その方針に沿ったような提案を出してくる職員、出してくる担当課もあります。

ただ、小谷議員言われるみたいに、確かに議会を見ていても、うまく説明ができない管

理職がいるということは、これは明らかだと思っています。ただ、全部の管理職、全部

の課長がうまく説明できないのではなくて、それは一部だというふうに考えています。

ただ、その説明がうまくできないことによって、外部に向けても説明ができない、信

用を得られない、何でその事業をするのか分からないということが生じてきますし、あ

るいは職員に対しても、部下に対してもうまく説明ができない、それによって理解が得

られないということはあると思っています。あってはいけないんでしょうけれども、課

長の説明がうまくできなくて、その部下の職員から町長はどういう考えなんですか、直

接尋ねられることもないわけではありません。ですので、そこがうまくいってないなと

いうふうに感じるところはありますが、これは別に全部の管理職がそうだということで
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はなくて、一部の管理職だということです。

そこに対しては、今後もしっかり指導していかなければいけないし、コミュニケーシ

ョンの取り方を十分にしていかなければいけない。こちらのやり方が悪いところもある

と思いますので、そういうところは改善していかなければいけないというふうに思って

います。

今、コミュニケーションを直接課長と取ることもありますし、副町長にいろいろ施策

の方針だったりとか、具体的な課題感、こういう課題があるので、各課と調整して進め

てほしいとかいうことで、今、小谷議員が言われるような機能というのは、正職員２０

０人ぐらいの規模でいえば、ある意味、役場でいえば副町長が担っているような仕事で

はないかなというふうに思っています。

特に社長室をつくるということになった場合に、ほかの自治体の事例として、町長公

室とか市長公室、知事公室をつくっている自治体、確かにあります。ただ、そのときの

決裁権限とか、その室が持っている権限がどういうふうになっているか、これは各自治

体でばらばらだったりするわけですが、おおむねほとんど権限がない。ないのに、首長

の公室という立場で各課に調整をしていくというのは非常に難しかったり、中にはあつ

れきを生んだりして、そういう公室の設置をやめてしまうとかいうような自治体もある

ように認識をしております。そういったところを踏まえて、今、大山町では吉尾副町長

に、そういう町長室的な機能も持ちながら、全体の政策の推進と各課で横串を刺すよう

な連携、調整、そういうことを担ってもらっているということです。

過去には、小谷議員言われるみたいに、未来づくり戦略室ということで、当時でいう

と企画情報課内に室ができました。これは、御承知のとおり、内閣府から職員が来ると。

その職員のポストとしてそういう室が設けられて、室長と言いながら課長級の参事も就

いてたと思いますけれども、企画情報課参事兼室長ということで内閣府から職員に来て

いただいたということです。

その際にも、いろいろ話を伺ったこともあるんですけれども、やっぱり町長室的な戦

略を長期的、俯瞰的にやっていくとか横串を刺す、確かに名目、お題目としては大事な

んだけれども、権限の問題、行政組織でいえば、かなり権限とかポジションというのが

確立されていますので、どの位置づけにするのかというところが、仕事のやりやすさと

か進めやすさに影響してくるなというような話を聞いたこともあります。その上で、こ

の行政組織において、民間の社長室のような町長公室をつくるというようなところは、

少し難しい、あるいはつくっても機能がしにくいのかなというふうに思っています。

また、小谷議員言われるところは、よくよく理解するところでありますので、そうい

うことにたけた能力のある職員を何かそういうような業務になるべく就けるようなやり

方がないものかというところは、社長室機能とは別に検討はできるのではないかなと思

っていて、一人一人の職員の能力が最大限発揮されて、かつ組織のためにもなって町民

のためになる、そういう役場、組織づくりが今後できればいいかなというふうに思って
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おりますので、今日いただいた御意見等は参考にさせていただきたいというふうに思い

ます。

○議員（１番 小谷 英介君） ごめんなさい、ちょっと１個だけ補足ですみません。

議長。

○議長（米本 隆記君） 小谷議員。

○議員（１番 小谷 英介君） すみません、最後って言ったんですけども、まず、先ほ

どテレビを御覧になられた方で不快になられてる方がいるとすれば残念だと町長がお話

しになられました。もしそういった方が本当にいらっしゃったら申し訳ありません。た

だ、私も少しだけ、妄想というふうに言いましたけども、ただ、全くただの妄想で言っ

てるわけではなくて、全員がそうだということではないかもしれませんけれども、実際

の職員の声なんかも拾いながら申し上げている妄想ですので、もしそれで不愉快に思わ

れる方がいたら、ぜひ私に直接御連絡いただければ、私の考え、なぜそう思ったのかも

詳しく説明させていただきたいと思っております。

その上で、町長もそういった機能を考えていかれるということなんですけれども、副

町長がそういった働きをされることが必要なことというのはすごくあると思います。た

だ、やはりある程度組織として、チームとしてやっていかないと、なかなか残っていか

ないのかなと。副町長が例えば今後替わられたときに、大山町組織にそういった機能が

できる人材が育っていかないと難しいですし、あるいは今、職員でいる誰かに、できる

人に個人的に動いてもらうみたいな形も、組織横断的な役割とかってなってくると、し

っかりそういった部署としてないとなかなか動きにくいところも、それこそ権限の問題

が出てきてしまうと思いますので、ある程度組織的に動いたほうがいいのではないかな

と思います。その辺り、改めて、個人で副町長がどのような動きをほかのスタッフとし

ていくのかというところを、町長ないしは副町長からお聞かせいただけたらなと思いま

す。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

まず、前段の話でいえば、確かにそういうような話をする職員もあるでしょう、ある

と思います。それは組織としてどうなのかというところではなくて、どんな組織でも、

宗教であれば別かもしれませんが、全部の組織に属している社員、職員が、うちのトッ

プはすごくいい、もう全面的に賛成だというような組織はないと思ってます。いろんな

意見があって、今の町長のやり方好かんわというような職員もあると思います。ただ、

そういう意見も承知した上で、いろいろなやり方を試行錯誤しながら職員が能力を発揮

してもらいやすく、働きやすく、かつ町民に政策として利益が還元できるような、そう

いうような取組を進めているところです。一部の意見も確かに大事ですが、個別の最適

化を図っていっても組織の最適化は図れないと思っていますので、やはりそこは組織全
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体が最適化するように、引き続き町長の責任として組織の在り方というものは考えてい

きたいというふうに思っています。

また、副町長が替わったら、今の社長室的機能はどうするんだという話がありました

が、副町長は誰にでもできるものではないというふうに思っています。そういう能力が

なければ副町長はできないというふうに思っていますし、バックアップとしては、確か

にそういう能力がもしもない人が副町長に就いたときに社長室機能のような組織として

の仕組みを残しておくというのは、これは確かに必要だというふうに思いますので、引

き続き組織が強くなるように、そういう仕組みも検討しながら今後の大山町役場の在り

方を考えていきたいというふうに思います。

○議員（１番 小谷 英介君） 以上です。

○議長（米本 隆記君） これで小谷英介議員の一般質問を終わります。

○議長（米本 隆記君） ここで休憩とします。再開は午後１時とします。

午前１１時５８分休憩

午後 １時００分再開

○議長（米本 隆記君） 再開します。

午前中に引き続き一般質問を行います。

次、４番、島田一恵議員。

○議員（４番 島田 一恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） ４番、島田一恵です。通告に従いまして１問質問します。

お昼においしいお弁当を食べたので、頑張ろうと思います。どうぞよろしくお願いしま

す。

今回は、健康ポイント制度事業について。

大山未来づくり１０年プランの中で、ふだんから健康な暮らしを意識しようとありま

す。そこで、本町の現状と課題について伺います。

１、大山町健康診断、各種がん検診の受診者数は。期間は、令和元年から令和３年の

受診者数です。

２、健康づくり教室の状況と利用者数は。

３、出張ヘルスアップセミナーの状況と利用者数は。

４、医療費の状況は。

５、健康診断の受診勧奨強化の今後の取組は。

６、健康ポイント制度事業の取組は。この健康ポイント制度は、目的としては、健康

づくりの啓発と動機づけだと思っております。

以上、よろしくお願いします。
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○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） 島田議員の一般質問にお答えをいたします。

健康ポイント制度事業についてということで、お昼のお弁当と絡めて御質問がありま

したので、６点お答えをしたいと思いますが、やはり杉谷議員の一般質問でもお答えを

したんですが、健康づくりには、運動とか健診とかだけじゃなくて食事も大事なのかな

というふうに思います。そういったことを踏まえて議論が深められればいいかなという

ふうに思っております。

まず１点目の、大山町健康診断、各種がん検診の受診者はというお尋ねですが、コロ

ナ禍の影響で一時受診者数が減少しておりましたけれども、令和３年度におきましては、

コロナ前のような受診者数となってきたところでございます。

２点目の健康づくり教室の状況と利用者数はとのお尋ねですが、近年、コロナ禍の影

響もありまして令和３年度は実施ができませんでした。以前の参加者は、実人数で１５

人から２８人で推移をしているところであります。

３点目の出張ヘルスアップセミナーの状況と利用者数はとのお尋ねですが、令和元年

度が１６集落で１７８人の参加、令和２年度は５集落で５６人の参加、令和３年度は３

集落で５４人の参加であります。

４点目の医療費の状況につきましては、令和３年度の国民健康保険の１人当たり医療

費は、前年度比、約１％増のおよそ４１万 ０００円となっております。

５点目の健康診断の受診勧奨強化の今後の取組につきましては、今年度から受診勧奨

通知の二次元コードを通じて勧奨動画の配信を実施しているところであります。来年度

は、インターネットでの予約ができるようにシステム導入を検討していきたいと考えて

おります。

６点目の健康ポイント制度事業の取組に関しましては、大山町においても平成２６年

度から２８年度にかけて、大山町仲間で健康マイレージ事業を実施いたしましたけれど

も、新規の受診者数が少なく、廃止をしたところであります。こうした経緯も踏まえて

今後は考えたいと思います。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（４番 島田 一恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） ありがとうございます。コロナの関係で、どうしても数

値に表すと、やっぱりこういうところにも影響してるんだなというふうに思いました。

住民さんの声っていいますか、中でいろいろ出てると思うんですが、人間ドックの助成

金が増額となりましたが、その後の状況っていうのは今はまだ出てないんでしょうか、

教えてください。

○町長（竹口 大紀君） 議長。
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○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 担当からお答えをいたします。

○健康対策課長（末次 四郎君） 議長、健康対策課長。

○議長（米本 隆記君） 末次健康対策課長。

○健康対策課長（末次 四郎君） 昨年度同時期と比較しまして増えております。現時点

ではやや増えているという状況です。

○議員（４番 島田 一恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） ありがとうございます。

もう一つ、個別健診が今年度から医療機関が増えたというふうになってますが、この

増やした理由っていうのは何かありますでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 詳細は担当からお答えをいたしますが、全体としては、より受

診していただきやすいような環境づくりに努めているところで、その改善の一環だとい

う認識でございます。

○健康対策課長（末次 四郎君） 議長、健康対策課長。

○議長（米本 隆記君） 末次健康対策課長。

○健康対策課長（末次 四郎君） 受診の機会を増やすという意味合いで、従来、町内の

医療機関に限定していたところを、大山町に隣接する町外の医療機関にも受けていただ

くようにいたしました。

○議員（４番 島田 一恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） 町内と町外の医療機関っていうのは大体どのぐらいの割

合でしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 詳細は担当からお答えをいたします。

○健康対策課長（末次 四郎君） 議長、健康対策課長。

○議長（米本 隆記君） 末次健康対策課長。

○健康対策課長（末次 四郎君） 失礼いたしました。町内と町外の医療機関でございま

すけども、おおむね町内の医療機関で健診を受けていただいておるというところでござ

います。

○議員（４番 島田 一恵君） すみません。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） すみません、質問がちょっとあれでしたね。町内で何か
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所で、町外で何か所かを教えてください。

○健康対策課長（末次 四郎君） 議長、健康対策課長。

○議長（米本 隆記君） 末次健康対策課長。

○健康対策課長（末次 四郎君） 町外で２か所です。町内が７か所です。

○議員（４番 島田 一恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） ありがとうございます。町内が７か所、町外が２か所と

ありましたが、町外でしたら病院も大きいでしょうから確かにそれは分かるんですが、

やはり高齢化の方が増えてきまして、なかなか米子まで病院に出かけられないという方

は、ふだんからお世話になってる病院のほうで受けたいっていう方もあると思うんです

が、そこら辺のところは町内のほうが今回は増えたんでしょうか、町外のほうが増えた

んでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 詳細は担当課長からお答えをいたします。

○健康対策課長（末次 四郎君） 議長、健康対策課長。

○議長（米本 隆記君） 末次健康対策課長。

○健康対策課長（末次 四郎君） 従来、町内の７医療機関での健診を受けれるようにし

ておりました。ただ、やはり大山町に隣接する米子市だったら旧淀江地区になりますし、

琴浦町でしたら赤碕地内ということになりますけども、そこの医療機関でも受診をして

いただくようにいたしました。町外に、２か所ですけども、増やしたということにより

まして受診していただく数は増えております。

○議員（４番 島田 一恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） 先ほど言われた町内が増えたので増えたっていう部分は、

やはりそういう利便性のことで町内のほうが増やしたら、やっぱり受けられる方も増え

たっていうふうに解釈してもよろしいでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 担当からお答えいたします。

○健康対策課長（末次 四郎君） 議長、健康対策課長。

○議長（米本 隆記君） 末次健康対策課長。

○健康対策課長（末次 四郎君） 健診の取組としましては、集団健診もあります。個別

健診もございます。個別健診の中では町内、町外ということもございます。そういった

全体の受診率、受診者数の増加を目指すという取組の中で、個別健診におきましても先

ほど言いました町外における受診の機会を増やす、そのことによりまして受診者の方が
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増えたということでございます。何ていいますか、町内が増えたから町外が増えたとい

うことでしょうか、その相乗効果というのは決して否定はするものではございませんけ

ども、全体的な取組の中で結果として健診の受診者数が増えたということでございます。

○議員（４番 島田 一恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） ２番目の健康づくり教室の状況と利用数はっていうふう

な問いかけなんですが、３年度は実施できなかったということで、昨年は一度もされな

かったということだと思うんですが、以前の参加者が実人数１５から２８人っていうふ

うにあるんですが、これは１年間の数なんでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 担当からお答えいたします。

○健康対策課長（末次 四郎君） 議長、健康対策課長。

○議長（米本 隆記君） 末次健康対策課長。

○健康対策課長（末次 四郎君） 以前から健康づくり教室ということで、カラダ改善プ

ログラムという取組を行っております。その中で、年間４回のコースを設けて参加して

いただいております。先ほどの町長答弁にありました実人数１５から２８といいますの

は、そのコースに参加していただいた人数でございます。実際それぞれの１５人の方が

４回参加していただいたという意味合いでございます。

○議員（４番 島田 一恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。島田議員、マイクをなるべく口元にお願いします。

○議員（４番 島田 一恵君） はい。聞こえますか。

○議長（米本 隆記君） はい。

○議員（４番 島田 一恵君） ということは、単純計算して、この１５人から２８人で

４回のコースっていう掛け算をした人数っていうことですよね。でしょうか。

○健康対策課長（末次 四郎君） 議長、健康対策課長。

○議長（米本 隆記君） 末次健康対策課長。

○健康対策課長（末次 四郎君） 例えば１５人の方がそれぞれ４回ずつ、延べでいいま

すと掛ける４回になりますけれども、その教室に参加された方が１５人から２８人とい

うことです。

○議員（４番 島田 一恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） この人数っていいますのは、やはり見られてましていか

がなものですか。少ないですか、このぐらいだと思われますか、そこら辺をちょっと教

えてください。

○町長（竹口 大紀君） 議長。
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○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） この健康づくり教室の利用者数が多いのか少ないのかというと

ころですが、多い数字ではないというふうに思います。

○議員（４番 島田 一恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） 皆さんが一人でも利用されればいいことだと思います。

もう一つ、３番目にあります出張ヘルスアップセミナーの状況と利用数はというとこ

ろに移ります。

出張なので、各近くの集会所、公民館とか事業所に出かけて、保健師さん、管理栄養

士さんなどが行ってされるということだと思うんですが、これは集落ごとで参加をされ

てると思うんですが、令和元年が１６集落で、２年が５、３年が３集落とあります。こ

の集落のほうでの呼びかけみたいなものは、申込書みたいなのも見たんですけども、こ

れは集落からの要望があるんでしょうか、教えてください。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 担当からお答えいたします。

○健康対策課長（末次 四郎君） 議長、健康対策課長。

○議長（米本 隆記君） 末次健康対策課長。

○健康対策課長（末次 四郎君） 集落からの申込みによりまして行っていただいており

ます。

○議員（４番 島田 一恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） このセミナーは、事業所からっていうのは今までありま

したでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 担当からお答えいたします。

○健康対策課長（末次 四郎君） 議長、健康対策課長。

○議長（米本 隆記君） 末次健康対策課長。

○健康対策課長（末次 四郎君） 以前には、事業所からの申込みがございまして行った

こともございます。

○議員（４番 島田 一恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） このセミナーの内容なんですが、一応申込みの欄に心の

健康、生活習慣病予防、運動その他っていうふうに３つ項目がありまして、この中から

選んで申込みをするようになっておりますが、やはり集落とかで集まったときなんかは
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どの分が一番多いんでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 詳細は担当からお答えいたしますが、以降、詳細は直接担当か

らお答えさせていただきますので、よろしくお願いいたします。

○健康対策課長（末次 四郎君） 議長、健康対策課長。

○議長（米本 隆記君） 末次健康対策課長。

○健康対策課長（末次 四郎君） どれか１つの項目ということではございませんで、集

落の方々と相談させていただいて、食事の面でありましたり、健康寿命の面でありまし

たり、食生活の面でありましたり、そういった面の健康づくり教室を行っております。

○議員（４番 島田 一恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） とってもいい取組だなと思います。今、本当に公民館と

いう場所の問題もありまして、なかなか公民館が、あるんですが、活用されてないって

いう現状が多々あります。そういった中に、こういったこともそういう公民館を使って

されるっていうのは、とってもいいことだと思います。

そうしましたら、およそのところが分かりましたので、医療費の状況も分かりました。

あと、５番の来年度はインターネット予約の導入も検討したいというふうにあります

が、やはり来年度そういうふうな予約も導入したいっていう理由としましては何かあり

ますでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

来年度インターネット予約を導入したいというのは、これは、予約される方のニーズ

に合わせて、より便利に予約していただけるようにすることで受診を勧めていこうとい

う考えのものです。

○議員（４番 島田 一恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） ６番目の問いなんですけど、健康ポイント制度の事業の

取組はという、今回はここのところをちょっとお話ししたいなと思ったんですけども、

以前、平成２６年から２８年にかけて、大山町仲間で健康マイレージ事業を実施したと

ありますが、どういった内容なのか、どういったことで停止になったのかっていう、そ

の経緯みたいなものを教えていただきたいです。

○健康対策課長（末次 四郎君） 議長、健康対策課長。

○議長（米本 隆記君） 末次健康対策課長。

○健康対策課長（末次 四郎君） 内容としましては、２０歳以上の方を対象としまして、
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３人１組でチームをつくっていただきます。それで、その３人の方が例えば健診を受け

られた、それ以外に、健康教室に参加していただいた、または食生活とか、そういった

講習会にも参加していただいた、そうした場合にポイントをつけさせていただきまして、

そのポイントによって商品券を抽せんでお出しするというような取組でございます。

（「やめた理由」と呼ぶ者あり）

○健康対策課長（末次 四郎君） 議長、健康対策課長。

○議長（米本 隆記君） 末次健康対策課長。

○健康対策課長（末次 四郎君） 失礼いたしました。２８年度でやめた理由でございま

すけども、３年間で取り組んでまいりました。結果的に、なかなか新規の受診者の方に

つながらなかったということがございます。そういったこともございまして、２８年度

でやめたということでございます。

○議員（４番 島田 一恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） ありがとうございます。どういった事業かっていうのが、

３人１チームということとかも分かりましたが、今回、私が提案したいなと思ったポイ

ント制度についてちょっとお話しさせてください。

昨日、杉谷議員の一般質問でも健康寿命の延伸の取組を強化とありましたが、私もそ

う思いました。そこで、健康対策促進のために健康ポイント制度を提案したいと思いま

す。さっき課長が言っていただいた大山町のこととも少しダブるかもしれませんが、聞

いてください。

健康ポイント制度、ポイントカードをこれは使います。１人１冊ずつです。健康づく

りの関心を高め実践していくきっかけづくりとして、健康ポイント制度を実施し、町が

実施する健診や健康づくり事業に参加した人にポイントを上げて、１０ポイントたまっ

たら５００円相当の町内施設などの利用券と交換します。さらに、年間１００ポイント

達成した人に達成賞と副賞を贈与し、表彰します。

そのポイント対象事業として、ちょっと本町のほうで抜けてるかもしれないんですが、

１つ、町が実施する集団健診、医療機関健診、人間ドック、例えばここに５ポイントを

つけるとか、あと、人間ドック受診の後の精密検査にも５ポイントつけるとか、あと、

運動教室、町では水中ウオーキング、水中運動、３Ｂ体操、こういうところにポイント

はそれぞれなんですけど、つける。あと、子育て関連事業、子育て相談日、子育て支援

センターの利用、母子健診、ここにもポイントをつける。あと、町が実施する健康づく

り講演会、あと、健康づくり関連の養成講座、あと、食生活改善推進員が行う伝達講習

及び健康づくり講習会、公民館の高齢者学級、出張ヘルスアップセミナー、社会福祉協

議会が主催する健康づくり関連事業、例えばウオーキングとか、そういうものです。

あと、スポーツクラブが主催する健康づくり事業、これも一緒ですかね、ウオーキン

グとかバドミントンとかボーリングとか、いろいろ町ではやっておられます。こういう
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ところのポイントを１人１つの手帳を持っておられて、参加したときにポイントを押し

てあげるっていうやり方です。そのポイントがたまったら、町内で使える、例えばデマ

ンドバスに使ったり、総合スポーツ公園に使ったり、道の駅に使ったりっていう形です。

そういうポイントカードにスタンプを押してもらって、ちょっとずつスタンプが埋まっ

ていって、いっぱいになったら喜びがある、達成感があるっていうそういう部分で、や

はり町民の人たちももっと参加しようかなっていう、ポイントが魅力といいますか、ま

た、そういうことを始めることによっていろんな方に声をかけて、ポイントがたまるか

ら行こうとか、何かそういうふうなコミュニケーションの場にもつながったり、受診者

が増える一つの方法でないかなというふうに思います。こういうポイントカードについ

て、ここには１度やったけど、やめたというふうにありますが、いま一度、町長、いか

がでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

今、島田議員が言われたような健康ポイント制度事業というのは、いろんな自治体で

取組がされていて、私の知るところでは、近くでいえば、お隣の伯耆町なんかでもされ

ていたかなというふうに思いますが、その事業だけでインセンティブのポイントをつけ

るというのは、少し難しいところがあるのかなというふうに思っています。それは、そ

のポイントをつける仕組みだったりとか、本当に新規の受診者が増えるのかといったと

ころが課題であって、もし仕組みとして入れるんであれば、午前中の豊議員の話でも地

域ポイントの話がありましたが、そういうものを行政側で構築したとした場合には、そ

れを利用してそういうポイントを付与していく、動機づけにつなげていく、そういうこ

とはできるのかなというふうに思いますが、新たな仕組みとしてそれを単体で入れると

いうのは、過去の経緯もありますので、少し難しい面があるのかなというふうに思って

います。今後、また参考にさせていただいて検討してみたいとは思います。

○議員（４番 島田 一恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） 分かりました。ありがとうございます。もう一度考えて

いただきたいです。

それと同じように、もう一つ提案がありまして、これは、今日、豊議員の私も一般質

問ちょっとよく聞いてたんですけど、こちらのほうは、アプリで始める健康ポイント事

業といいまして、コロナ禍でＤＸが加速する中、地域の安全情報とか住民への情報配信

などのスマホの重要性が高まっています。スマホアプリを利用した健康ポイント事業で

す。

スマホアプリの中は、ヘルスケアといいまして、歩数、体重、体脂肪率、睡眠時間、

血圧、体温、心拍数、こういうものが含まれております。それ以外にもっと増やそうと
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思えば増やすこともできます。スマホ一つで参加ができて、スマホが苦手な人でも使い

やすい。今スマホを持ってる方と持っておられない方もありますが、持っておられる方

にとっては、こういうスマホを使ってポイントがつくっていうのも一つの魅力だと思い

ます。健康活動に対してポイントを付与し、参加者の意欲が高まる。参加の手続が簡単

なので、参加率が向上し、自治体職員の負担も軽減できる。ためたポイントは、これは

あれなんですけど、アマゾンギフト券とか地元の特産品と交換できる。健康ポイント事

業と地域活性化がアプリで実現できる。アプリに自治体のページがあり、住民へ簡単に

情報発信ができる。健康活動状況の把握ができ、作業時間の削減となる。ウオークラリ

ー機能というのがありまして、登録してる人たちで歩数の競争をしたりして健康意識向

上になったり、また、そこでいろんな話題ができたり、いろいろなこともこれもできま

すっていうことです。

もう一つ、運用についても、住民向け説明会も住民サポートも業者がします。導入も

１か月でできます。ちなみに、料金の内訳は、開発費用、運用費用で、個人のスマホを

使用するので新たなデバイスの用意は不要のため、現場職員の運用工数を削減できます。

ちなみに、他県では事例として、小田原市、キャッチフレーズが、歩くだけでポイン

トがたまるっていうキャッチフレーズでポスターあるんですけども、そこに若年層から

高齢者まで多数の市民の健康増進、健康管理における有効性を検証していると出ていま

す。あと、もう１点、笠岡市、キャッチフレーズは「あなたの街の健康アプリ登場！」、

ポイントで市内共通商品券がもらえる、紙からアプリに切り替えたことで、課題であっ

た働き世代の取り込みに成功した、目標参加数も達成したとあります。

私もウオーキングアプリを使っていまして、目標を ０００歩にしています。 ００ 

０歩歩いて達成すると、とっても楽しい音色が流れて、達成しましたっていうふうにな

ります。何かそれがうれしくてやってるんですが、カロリーを見ましたら１５０キロカ

ロリーというふうに出てまして、これだと本当にちょっと何か食べたら何もならないな

っていうふうに思いながらウオーキングアプリを使ってます。

ちなみにですが、私も、このアプリの業者でプレゼンに来たわけではないんですが、

生活習慣病の状況にもありました糖尿病、がん、心疾患、脳血管疾患を全国平均より下

回るなどの目標を持ち、できることから始めていって楽しみながらよい結果になれば、

住民さんもうれしいと思います。健診受診率の向上対策や健康教室のＰＲをしても人が

集まらないっていうふうになってたんですが、こういうことをすることによって人も参

加できやすくなるんじゃないかなっていうふうに思います。あと、若いうちから始めて、

病気になってからではなく、健康予防を強化するためにも、一人でもできるウオーキン

グアプリやポイントカードから始めてみたらいいんじゃないかなと思うんですが、こう

いうウオーキングアプリのことについてもいかがでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。
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○町長（竹口 大紀君） お答えします。

健康ポイントアプリ、そういう取組で健康づくりにプラスになる面があるとは思いま

す。町としては、過去の健康マイレージの事業を考えたときに、やっぱり何かポイント

的な事業をするときには、入り口も大事だけど、出口も大事だと思ってます。そのポイ

ントをためて何ができるのか、何に使えるのかというのが大事で、先ほど例として紹介

があった島田議員の説明の中では、例えばアマゾンギフト券に換えられますとかいうこ

とがあったとしても、できれば町としては、そこでたまったものは町内で使っていただ

きたいし、それを、じゃあ、お買物券で出しますと言うと、これは商工会のお買物券で

あれば、かなりの事務量が発生してきますのでなかなか難しいところがあって、そうい

ったところの課題を一掃してくれるのが、もしも行政側で仕組みを構築するとすれば、

マイナンバーカード等を使った地域ポイント制度なのかなというふうに思っています。

そういう意味で、これは健康マイレージ事業を過去に大山町がやって、今、島田議員

から健康ポイント制度の事業の提案があって、これを再度考え直すということではなく

て、過去の課題がどうクリアできるかというところで、もう一度チャレンジができるの

かというところが決まってくるというふうに思っています。そういった課題が解決でき

る可能性の一つとして、地域ポイントがあるのかなというお話をさせていただいたとこ

ろです。

確かにアプリを単独で入れるのもいいと思いますが、もしもプラットフォームとして

マイナンバーカード等を使った地域ポイントを入れた場合に、そこの親和性がどうなる

のか。健康アプリは健康アプリで稼働していて、マイナンバーカード等を使った地域ポ

イントは地域ポイントで独立した形にもしもなれば、そこはまた動機づけがかなり弱く

なってしまうので、そういうところは慎重に見極めないといけないかなというふうに思

います。利用者の利便性と動機づけを考えますと、よりシンプルに、複雑にならないほ

うが使っていただけるというふうに思いますので、今後、いろんなシステムとかあると

思いますから、今、島田議員から御提案をいただいたものも踏まえて検討を進めていき

たいというふうに思います。

○議員（４番 島田 一恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 島田議員。

○議員（４番 島田 一恵君） そうですね。今日はポイント、ポイントっていうのがち

ょっと続いたので、確かにいろいろなものがあって何か町民さんが迷うようなことにな

ってもいけないので、そこは整理していただいて、いいものが１つできたらいいなと思

います。こういう健康アプリっていうか、健康ポイントの中に、できたら図書館で本を

借りたらポイントがつくとか、そういうことも何かプラスになるといいなっていうふう

な声も聞きましたので、そういうふうに考えると健康だけじゃないなっていうふうに私

もちょっと思いまして、全てのことにそういうポイント制度というのができてくれば、

分かりやすいし、使いやすくなっていけばさらにいいし、それによって本当によくなっ
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ていけば、なおさらいいなというふうには思います。

あと１つ、以前、私が防災の一般質問をしたときに、町長が、ウオーキングしている

人に子供たちの見守りをしてもらったらいいなというふうに言われたんですけど、覚え

ておられますか。その覚えておられましたら、今、朝夕にウオーキング、ランニング、

犬の散歩とかをしている人がとっても多く見られます。さっきお話をしていただいたん

ですが、そういった方たちにもポイント制度っていう、何かそういうことも使って歩く

人たちも楽しみができて、子供たちが下校時間に見守りもできてっていうふうなことが

一緒になってできればいいなと思うんですが、町長にそこのところを最後にお願いしま

す。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

そういった見守り活動と合わせた健康づくりとか、そういうような広がりのあるアイ

デアが取り込めるような地域ポイント等のプラットフォームがあれば、いろんな活用方

法があるのかなというふうに考えております。今後も、いろんな情報を参考にしながら

検討をしていきたいというふうに思います。

○議員（４番 島田 一恵君） ありがとうございます。終わります。

○議長（米本 隆記君） これで島田一恵議員の一般質問を終わります。

○議長（米本 隆記君） ここで休憩とします。再開は１時５０分とします。

午後１時４２分休憩

午後１時５０分再開

○議長（米本 隆記君） 再開します。

引き続き一般質問を行います。

次、１０番、大森正治議員。

○議員（10番 大森 正治君） 日本共産党の大森正治です。今日は３問質問をいたしま

すので、よろしくお願いします。マスクを外して質問させていただきます。

○議長（米本 隆記君） 大森議員、マイクをもうちょっと下に。

○議員（10番 大森 正治君） 入りにくいですか。

○議長（米本 隆記君） お願いします。

○議員（10番 大森 正治君） まず第１問ですけども、大山町から平和の発信をという

ことでお願いしたいと思います。

戦後７７年、今年の夏も、広島、長崎の原爆記念日や終戦記念日を中心として、反戦、

平和の様々な行事が全国的に行われました。また、マスコミは、様々な特集を組んで報

道もしました。とりわけ今年は、２月からのロシアによるウクライナ侵略が今なお続く
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中であっただけに、戦争の実相あるいは悲惨さが実感として認識され、平和の実現への

思いを皆が一層強くした夏だったと思います。

そして私たちは、軍事対軍事では殺し合いと破壊の連鎖しかなく、根本的な解決には

ならないということを痛感しているところであります。戦争をなくし、平和な世界を構

築していくことは、人類に課せられた任務と言ってもいいのではないでしょうか。その

実現には、一人一人が戦争を憎み、平和の心を育んでいくことが肝要であるというふう

に私は考えております。そのために、戦争の実相や悲惨さを今に生きる私たちがしっか

りと認識し、それを後の世代へと継いでいくことが必要です。

それを実現する場所や機会が身近にあるということは重要なことであり、貴重なこと

でもあります。この日本の片田舎の大山町にも戦争があったということ、７７年前に戦

争があったということを伝えるものが幾つかあります。大山口列車空襲事件、御来屋沖

の軍用船撃沈事件、孝霊山への米軍機墜落事故、これは１９５０年の朝鮮動乱のときで

すけども、そして戦争体験者です。

ところが、これらを伝える遺跡とか遺物、記録、手作り資料などは、それぞれの場所

に存在して保管されているようですけども、残念ながらこれらを常時目にし、活用でき

る状態にはなっておりません。これらを一堂に集めて町内外の人たちに公開し、学んで

もらうこと、とてもこれは意義あることと考えます。身近な地域の戦争災害を知ると同

時に、日本の戦争災害、とりわけ被爆の実相を知ることも、また重要です。

戦争をしない、もめごとを戦争にさせない、そういう世界の実現へとつながっていく

平和の心を育み、平和の文化をつくるために、大山町の新たな特色あるものとして平和

の取組をさらに推進してみたらどうでしょうか。それは、人権尊重のまちづくりにも相

乗効果をもたらすことになるでしょう。

そこで、以下の点について伺います。

１点目は、現在保存されている戦災記録や教材、遺物などの資料を１か所に集めて、

常設展示をする場の設置をしませんかということです。つまり言わば平和資料館とか平

和資料室というようなものです。

２点目に、町内でも原爆展を適切な時期に適切な場所で毎年開催しませんかというこ

と。

それから、３点目に、「核兵器廃絶宣言のまち」、こういう標柱を再設置しませんか。

以上３点です。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） 大森議員から大山町から平和の発信をということで一般質問を

いただいております。３点質問がありました。

まず１点目の、現在保存されている戦災記録や教材等を一堂に集めて常設展示をする

場の設置をしないかということですが、常設展示につきましては、収納・展示スペース
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の関係上、実施は難しいというふうに考えております。ただし、戦争に関する町の管理

資料につきましては、収蔵場所等をリスト化いたしまして今後の啓発に役立てていこう

と考えております。

２点目の、町内でも原爆展を適切な時期に適切な場所で毎年開催しないかとのお尋ね

ですが、原爆に限らず、平和や人権に関する定期的な展示は検討していきたいと思いま

す。戦争は最大の人権侵害でありまして、お互いの人権を尊重し合える社会を目指して、

今後もあらゆる機会を通じて人権啓発に取り組んでいきたいと考えております。

３点目の、「核兵器廃絶宣言のまち」の標柱を再設置しないかということですが、非

核平和宣言は県内全市町村で採択されておりまして、大山町でも旧町でそれぞれ宣言の

決議がなされておりました。合併後に改めて平成１７年１２月に大山町議会で決議をさ

れたところです。標柱は、現在、大山町役場中山支所にございますので、再設置は考え

ておりません。

以上で答弁とさせていただきます。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見寛幸教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 大森議員からいただきました一般質問、大山町から平和の発

信をについては、町長答弁のとおりでございます。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（10番 大森 正治君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大森議員。

○議員（10番 大森 正治君） 期待した答弁ではなかったわけですけども、るる再質問

させていただきたいと思います。

まず、町長よりも教育長のほうがいいでしょうね。御存じだと思いますけども、私が

先ほど紹介しましたような大山口列車空襲とか御来屋沖での軍用船の撃沈事件とかその

ほかあるわけですけども、それに類したというか、関連した資料あるいは記録、どこに

あるか御存じだと思いますが、私もちょっと持ってまいりましたが、１つは鳥取県の戦

災記録という、本当にこういう貴重な記録集があります。足で稼いだものですけども。

あるいは、これを基にしてというよりも、その後、大山口列車空襲被災者の会のほうで

作られた、これは今、大山口駅前にある慰霊碑の建立の際に作られたものです。かなり

詳しくこれにも遺族の方の証言なんかが載っております。もちろん先ほどのこの戦災記

録には詳しく載っとりますけども。それから、御来屋沖の軍用船が撃沈されたときの記

録、これこういう本にまとめておられます。「面瀬の沈船」という。これだけではなく

て、映像にも貴重な映像がありましたね。私、あれ見て本当にびっくりしましたし、よ

うやられましたなっていう感謝の何か気持ちまで湧いたんですけども、これ以前、教育

委員会のほうで杉谷安也女さんを中心にしてまとめられたもので、文化祭にも展示され

ましたですよね。そのほか、そのときの遺物もあるように聞いております。これらは現
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在、町のほうではどういうふうになっておりますでしょうか、ちょっと教えてください。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） この戦争に関する資料についての今現存はどのようにという

ことですが、担当課で分かればお願いいたします。

○福祉介護課長（池山 大司君） 議長、福祉介護課長。

○議長（米本 隆記君） 池山福祉介護課長。

○福祉介護課長（池山 大司君） こちらのほうは人権のほうに関わっておりますので、

福祉介護課で分かる範囲でお答えさせていただきます。

まず、大山口の列車空襲に関しましては、紙芝居、図書等が図書館のほうに所蔵され

ております。それから米軍機による輸送船の空襲に関しては、聞き取り等を行って先ほ

ど大森議員さんからお示しいただいた冊子のほうは作成しておりますが、資料等につき

ましては、御本人さんのほうに返却をさせていただいてるところです。

また、そのほかシベリア抑留の関係の図書の作成等もしておりますし、それからあと

は民俗資料としまして、旧下中山保育所に軍服、軍靴、鉄かぶと、水筒、こういったも

のは保管されているようです。ただ、これら以外にもまだあると思いますので、それら

も今後リスト化して啓発に使えるようにしていきたいというふうに考えております。以

上です。

○議員（10番 大森 正治君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大森議員。

○議員（10番 大森 正治君） 答弁にもありましたように、これらがそれぞればらばら

といえばばらばらみたいな感じですよ、今、私に言わせれば。それをリスト化して収蔵

場所をはっきりさせるということですけども、これだけでは物足らんですね。私の狙い、

くどくど書きましたけども、趣旨をね。これでは、町民の皆さん、あるいはもちろん町

外の皆さんにも目に触れることはないし、学んでもらうということはまずできないんじ

ゃないでしょうかね。お蔵入りと同然じゃないかなという気がします。研究者が研究し

ようとして、リストを見て、ここにあるなということでそれはできるかもしれませんけ

ども、私が言いたいのは、常にそこに行けば見れるし、勉強できるし、大山町にもこん

な悲惨な戦争があったのかと、これはやっぱり語り継いでいかなければならないなとい

うことを皆さんに思っていただきたい、そんな思いからなんですよね。

この収蔵場所等をリスト化するというのは、これ当たり前かなと思います。やはりそ

れを目に見える形でそういう具体化をしていただきたいわけですけども、できない理由

として収納や展示スペースの関係上ってありますが、どういうふうな展示を、私は平和

資料室とかいうようなことの今言い方をしましたけども、どういうことをイメージして

いらっしゃるんでしょうか、これ町長に聞きます。教育長もよければお願いします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。
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○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

どういうものをイメージしているかというお話でしたが、コーナーのような一角で一

つの展示用の場所をつくって展示するということでは、当然これは大森議員から物足り

ないというふうに言われると思いますので、そういう専用の部屋だとか、あるいは、建

物はちょっと難しいですね、それ専用の建物というのは難しいと思いますが、少なくと

もそれ専用の部屋をつくる。常設ですので、管理もしっかりしていく。博物館とまでは

言わないでしょうけれども、そういったような貴重なものを常設展示をするということ

になれば、それなりの管理も必要だというふうに思いますので、何かどっか空いた場所

の一角を使って展示をするということでは、なかなか常設展示には向かないのかなとい

うふうに思っております。

○議員（10番 大森 正治君） 教育長、どうですかね。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

常設展示ということですが、今、現存の施設の中で、これだけのたくさんの資料を一

堂に集めて常に展示するようなスペースはないというふうに考えております。ただ、大

森議員がおっしゃる、町民、また、町外の方々への平和の啓発という面につきましては、

終戦の時期ですとかこの事件のあった時期に合わせて公民館等で特別展示を行うという

ことで、啓発活動ができるんではないかなというふうに考えております。以上です。

○議員（10番 大森 正治君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大森議員。

○議員（10番 大森 正治君） これもやる気の問題かなという気がせんでもないんです

けども、場所としては、そんなに新設するというようなことは望みません。今ある遊休

施設を使って、一部屋、二部屋ぐらいで展示できる程度でいいじゃないかなという気は

するんですよ。それは広いところにゆったりとっていうのもいいかもしれませんけども、

許容範囲の中で常設展示室、それは可能じゃないかなと思うんですが、いかがですか。

例えば、今の旧庄内小学校の部屋、教室が空いてるんじゃないかなと思いますけども、

地域自主組織かくわの郷が使っておられますけども、あるいはどっか保育所、空いたと

ころありませんかね。あるいは、施設はあるけども、使ってない部屋等があればそうい

うところを考えれんことはないですが、いかがですか、町長。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

空き施設を利用してすれば展示スペースはあるんじゃないかというお話でした。確か

にスペースはあると思いますが、展示をするための管理等はできないというふうに思い
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ます。

○議員（10番 大森 正治君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大森議員。

○議員（10番 大森 正治君） 管理ができないというのはどういうことでしょうかね。

人間を配置しなきゃならないからとかのことでしょうか。ちょっとよう分からんですけ

ども、毎日でなくてもいいかもしれません。週に何度かとか、やろうと思えば、その辺

はやり方によっていろいろ考えれるかなと思うんですが、管理ができないというのはど

ういうことでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

これは大森議員が言われたように、人の問題もあります。また、毎日じゃなくてもい

い、たまに展示ができればいいということであれば、それは、最初にお答えをしたとお

り、定期的に展示をして啓発等をしていきたいというふうにお答えをしたとおりであり

ますので、毎日じゃなくてもいいということであれば、定期的な展示をしての啓発はし

ていきたいというふうに思います。

○議員（10番 大森 正治君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大森議員。

○議員（10番 大森 正治君） 定期的な展示もできるなら、場所も考えてみようではあ

りませんか。もちろんこれをつくったからといって、何かの利益が上がるというもので

は決してないと思いますよ。そうじゃないということは分かった上で言いますけども、

そうではない、平和を醸成していく、そういう心を育んでいく場所として私は価値ある

常設展示が必要ではないかなというふうに思うんです。

それは、いろんな場所がありますよ。それは本を読めば分かるだろうし、話を聞けば

分かるだろうし、映像を見れば分かるかもしれませんけども、大山町にあるということ、

多分全国的に大山町でそんな戦災があった、全然知らなかったという人が多いと思うん

ですよ。町民の皆さんは大抵知っていらっしゃると思うんですけどね。そういうところ

から戦争の悲惨さと、さっきも言ったとおりですよ。平和の尊さ、これを心にしっかり

皆さんが持っていく、子供のときから育んでいく、そういう大山町民が増えるというの

は、これまた誇りあることじゃないでしょうかね、全国に。そういう意味で私は、こう

いう、あそこに行けば見れるし、また、勉強もできるというような施設が部屋が欲しい

なというふうに思うんです。考えていただきたいというふうに思います。

それから、２点目ですけども、原爆展に限らずに、今さっきおっしゃったようなこと

で定期的な展示は検討していきたいということですが、最低でもこれやっていただきた

いと思いますよ。定期的にっていうのは、いつどのように行われるか考えたいと思うん

ですが、年に１回ではなくて、数回、機会があるごとにやるというようなことも必要だ
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ろうと思います。できるだけ多くの機会に大山町民の多くの人が触れることができるよ

うに、学ぶことができるような機会をつくっていただきたいというふうには思います。

これは、そういう前向きな答弁がありましたので、期待しておきたいと思います。私は、

ここでは原爆展というようなものも、やっぱり毎年、いろいろとありますので、写真も

絵も、そういうものを借りてきてできるんじゃないかなということで提起させてもらっ

ておりますので、よろしくお願いしたいと思います。

それから、３点目の「非核平和宣言のまち」というような標柱ですけども、これが今、

中山支所にあるということですけども、前、中山公民館の玄関にあったものですから、

玄関というか、入り口にね。それが移設されていたということですね。再設置は考えて

いないということですが、私は、町に１か所ではなくて、やはり３か所ぐらいあっても

いいんじゃないかなと思うし、また、ここの本庁舎、皆さんがよく出入りされるその場

所にも必要じゃないかなという気がするんですよ。標柱ですから、そんなに金がかかる

もんでもないのかなというふうに思いますが、やはり常に標柱が立っていて目に触れる

というところから、これも平和への核兵器をなくさなきゃならないという、そういう啓

発の場になる、たった１本の標柱ですけど、私は意義あるものだというふうに考えるん

ですが、町長、どうでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

現在、標柱は設置しているところでありますが、大森議員は１本より３本がいいとい

うお話でした。３本よりも１０本、２０本あったほうがよりいいと思いますし、各集落

に１本ずつあるのがさらにいい、そういうふうにも思うわけですが、総合的に考えて、

現在標柱が立っている、これで町として、そういう宣言をしている、そういった表現に

なっているので、十分に効果はあるものというふうに思います。繰り返しになりますが、

確かに本数が多ければ多いほど人の目に触れる機会は多いかもしれませんが、それは、

じゃあ、何本が適切なのかというところは非常に難しい判断ではないかなというふうに

思います。

○議員（10番 大森 正治君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大森議員。

○議員（10番 大森 正治君） １本で十分だという考えでしょうけども、それなら、よ

り多くの町民の皆さん、あるいは町外の方にも目に触れるような場所がいいですね。そ

うすると、やっぱり本庁舎の辺りがいいのかなというふうに思いますので、またその辺

りも考慮していただきたいと思いますが、教育長、どうですか、その辺。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。
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私も町長と同じ考え方でございます。以上です。

○議員（10番 大森 正治君） はい。

○議長（米本 隆記君） 大森議員。

○議員（10番 大森 正治君） 分かりました。再考していただければというふうに思い

ます。

３問用意しておりますので、時間がなくなったらいけませんので、次の質問に行かせ

ていただきます。

２問目は、町外中学校への通学費にも補助をということで、実は、これ６月議会にも

したばっかしなんですが、引き続いての質問でございます。

町長は、６月定例会の答弁で、町外の中学校に通学する生徒への定期券補助はできな

いと。その主な理由としまして、町内中学校に通学する生徒には通学に係る経費の補助

が出ていないので、町外中学校へ通学している生徒だけに出すことはできないというふ

うにおっしゃいました。言い換えますと、公平の原則に反することはできないというこ

とかなというふうに私は解釈しました。しかし、考えてみますと、現状は、遠隔地の生

徒には公費を使ってスクールバス、これを運行して無償で通学を保障していますね。こ

れは通学に係る経費を町が補助してると、間接的にですけども、ということになります

よね。

伺うんですけども、１点目は、スクールバス通学の生徒には間接的に通学に係る経費

を補助してるということになりますけども、これは公平の原則に反するのではないでし

ょうか。ちょっとへ理屈げなことを聞きますけども。

２問目は、その理屈が成り立つなら、町外中学校へ通学している生徒、それから自転

車通学の生徒おりますね。そして徒歩通学の生徒がおります。つまり全生徒にそれなり

の経費に適切な補助をしてもいいじゃないかというふうに私は考えますけども、いかが

でしょうか。以上です。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） 大森議員の２問目の質問にお答えをいたします。

２点御質問いただいておりますが、まず１点目の、スクールバス通学の生徒には間接

的に通学に係る経費を補助しているということになるが、これは公平の原則に反するの

ではないかとのお尋ねですが、スクールバスは、間接的に通学に係る経費を補助してい

るわけではなく、校区を指定し中学校に通う義務を課しているため、僻地における児童

生徒の遠距離通学の緩和措置をしているものでございます。

２点目に関しましては、１点目の大森議員の仮説が成り立ちませんので、補助すべき

とはならないというふうに考えております。

以上で答弁とさせていただきます。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。
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○議長（米本 隆記君） 鷲見寛幸教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 大森議員からの２点目の質問でございますが、町外中学校へ

の通学費にも補助をという御質問をいただきました。

答弁といたしましては、町長答弁のとおりでございます。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（10番 大森 正治君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大森議員。

○議員（10番 大森 正治君） スクールバスというものの意味、どう定義するかという

ことで、私は、単純にそういう先ほど言ったような解釈をしたわけですけども、義務教

育ですよね、中学校。だから、これを補助してるわけではなくて、校区を指定して、大

山中学校にはここ、名和中にはこの校区、中山中にはいうことで、校区を指定して通う

義務教育ですから義務を課してると、そして僻地における児童生徒の遠距離通学の緩和

措置をしているもの、確かにそのとおりですよね。

そうですけども、だからやっぱり町の予算を出して遠距離通学の生徒に対して緩和措

置をしているわけですよね。町の予算を使うっていうことは、やっぱり間接的に通学を

するための利便性を図るために補助をしてるというふうにならないのかなという、また

これ何とか問答みたいになるんですけども、どこが違うんでしょうか、よう分かりませ

んけど、スクールバスで通う生徒と補助をしてはいけないというその違い、もうちょっ

と明確に教えていただきたいですね。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

先ほど答弁させていただいた定義、大森議員はいろんな定義があるんだなという話を

しましたが、いろんな定義はありません。定義は１つであって、これは私が定義してい

るわけでもなく、大山町が定義しているわけでもなく、国がこのスクールバスを自治体

で運行するに当たって定義としてうたわれてるのが、先ほど答弁をさせていただいた内

容であります。したがって、例えばスクールバスの購入等かかる経費に関しては、国か

らの財政的な支援があるというところでございます。

○議員（10番 大森 正治君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大森議員。

○議員（10番 大森 正治君） 私、理解力がないのか、はっきりしませんですけども、

教育長に伺いますが、変な質問で申し訳ないですけども、これを児童生徒にも分かるよ

うに説明するとしたら、どんなふうにこの点を説明されますでしょうか。申し訳ない、

変な質問で。ちょっと私に分からせてやってください。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。
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○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

この説明が適切かどうかちょっとよく分からないんですが、例えば大森議員が中学生

のときを思い出していただきますと、大森議員は、大山第一中学校を卒業されましたね。

私のときに、私も最初は大山第一中学校に通学してたんですが、３年生のときに統合し

まして大山中学校に通うようになりました。大山町が設置する学校として、大山第一中

学校と第二中学校が統合して大山中学校に変わりました。そのために、大森議員のとこ

ろでしたら今まで一中に歩いて通ってたんですが、大山中に通うためには歩いては通え

なくなります。それの遠隔地、結局、遠隔地になるわけですよね、大山中学校から行き

ますと。その遠距離通学の緩和措置ということで、国が僻地における児童生徒の緩和措

置ということで、国庫補助制度を設けております。この国庫補助制度、それを役立てて

町としてスクールバスを購入しているわけですよね。

ですから、そういった大山町が設置する学校、指定する学校に通うためにそういった

バスを導入してるという部分でして、大森議員のおっしゃられる純粋な通学補助という

意味ではないということです。ですから、なかなか生徒にこのことは理解しにくいのか

なとは思いますが、このぐらいの答弁しかできません。すみません。

○議員（10番 大森 正治君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大森議員。

○議員（10番 大森 正治君） 変な質問して申し訳ありませんでした。国庫補助という

ことですよね、スクールバスは。それを使ってスクールバスを購入してるということな

んですけども、それじゃあ、単町の経費で例えば町外の学校に通っている生徒に補助は

できないんでしょうかね。あるいは自転車通学の生徒には、それの購入費の補助をする

とか、歩いて通っている生徒には靴代ぐらいが出せないかとか、そういうような考えれ

ませんでしょうか、いかがでしょう。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

今の大森議員の質問の視点というのは、あくまでも子育て支援とか経済的負担の軽減

という話であって、スクールバスについての議論ですので、町としては、スクールバス

は、これは国が定義をしているような運行の仕方で走らせている。これは経済的負担を

軽減しているのではなくて、通学が著しく困難な児童生徒に対してスクールバスを走ら

せているということであります。経済的な支援ではありませんので、大森議員の言われ

る理屈というのは成り立たないというふうに考えております。

○議員（10番 大森 正治君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大森議員。

○議員（10番 大森 正治君） かなり難しいようですけども、私の頭が単純なもんで、

こういう今要求をさせていただいたわけですけども、ちょっとよく分かりませんし、私
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も納得できないんですけども、十分には、別な視点でそういう補助ができないか、検討

してみてくださいませんでしょうか、よろしくお願いします。

時間がありませんので、３問目に行きたいと思います。３問目は、今話題になってお

ります旧統一教会の問題、それから安倍元首相の国葬問題について問います。

今、旧統一教会と国会議員との関係、そして故安倍元首相の国葬が大きな問題になっ

ています。前者のほうは、旧統一教会、これ世界平和統一家庭連合という名前に改名し

ておりますが、これが霊感商法や高額な献金、それから創始者からの指示による集団結

婚式などによって反社会集団と言われながら、カルト集団とも言われておりますけども、

そう言われながら、閣僚を含む主に自民党の国会議員が統一教会や、その関連団体と様

々な癒着があった問題であります。統一教会との関係については、地方自治体や地方議

会にも及んで、鳥取県内の自治体でも関わりが判明してきております。また、安倍元首

相も統一教会と深く関わっていたということや、それから安倍元首相の在任時代の業績

評価、これによって国葬に反対の世論が日に日に強まってるという感を受けております。

そこで、以下の点について私は伺うものです。

まず、旧統一教会問題についてですが、１点目、旧統一教会と政治や政治家が関わる

ことについて、町長はどのように認識されておりますでしょうか。

それから、２点目としまして、旧統一教会関連団体のイベントに大山町は、過去、共

催とか後援とか、何かそういうふうな関わった事実はありませんでしょうか。

それから、３点目、今後、旧統一教会関係団体から、イベントの挨拶とかメッセージ

あるいは共催や後援の依頼等があった場合、どう対処されますでしょうか。

それから、大きな２つ目としまして、安倍元首相の国葬問題についてです。

１点目、安倍元首相の国葬の日には、大山町としてどのように対応されるお考えでし

ょうか。

また、２点目として、学校現場には、半旗の掲揚とか黙祷など何らかの指示をする考

えはあるんでしょうか、お伺いします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） 大森議員の３問目の質問にお答えをいたします。

旧統一教会の問題について３点いただいておりますが、まず１点目の、旧統一教会と

政治や政治家が関わることについて町長の認識はとのお尋ねですが、これは、それぞれ

の政治家が適切に判断すべきことであると考えております。

２点目の、旧統一教会関連団体のイベントに町は共催や後援した事実はないかとのお

尋ねですが、調べた限りでそのような事実はございません。

３点目の、今後、旧統一教会関連団体からイベントの挨拶やメッセージ、共催や後援

依頼があった場合、どう対処されるかとのお尋ねですが、これは、どのような団体等か

らそのような依頼があっても基準に沿って対応をしてまいりたいと考えております。
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２点目の、安倍元首相の国葬問題についてということで２つ質問をいただいておりま

すが、まず１つ目の、安倍元首相の国葬の日には町としてどのように対応される考えか

とのお尋ねですが、これは、状況を踏まえて適切に対応してまいりたいと考えておりま

す。

２点目の、学校現場に半旗の掲揚、黙祷などの何らかの指示をする考えはあるかとい

う御質問ですが、これは、そういう考えはございません。

以上で答弁とさせていただきます。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見寛幸教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 大森議員からの御質問であります旧統一教会問題、国葬問題

について問うの中の、学校現場に半旗の掲揚、黙祷などの指示についてお答えいたしま

す。

現時点で大山町教育委員会としましては、学校現場に半旗の掲揚や黙祷などの指示を

することは考えておりません。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（10番 大森 正治君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大森議員。

○議員（10番 大森 正治君） 統一教会への後援とかなんとかについては、調べた限り

ではそういう事実はないということですけども、これは合併以降、山口町政、森田町政

からの調べた結果としての事実でしょうか、事実がなかったということでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 担当からお答えいたします。

○総務課長（金田 茂之君） 議長、総務課長。

○議長（米本 隆記君） 金田総務課長。

○総務課長（金田 茂之君） お答えをいたします。

合併時以降というわけではございませんけれども、ここ近年ずっと遡って調べた結果

で該当がなかったというところでございます。合併後、全部を調べたということではご

ざいません。

○議員（10番 大森 正治君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大森議員。

○議員（10番 大森 正治君） それから、今後、統一教会の関連団体からいろいろと何

か要請があったらどうするかという質問に対して、基準に沿って対応すると、どんな団

体でも基準に沿って対応するっていうことですが、それが統一教会関係の団体だという

ことがはっきりしていても、調べると思いますけども、それはやると、挨拶とかメッセ

ージとか共催とか後援とか、そういうものもするということでしょうか。する可能性が
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あるということでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

まず、大森議員言われるところの旧統一教会関連団体という定義づけが、これが非常

に難しいところではないかなというふうに思います。当然積極的に対応する考えはあり

ませんし、何で線引きをするのかといえば、それぞれの例えば後援であれば後援をする

際の基準等がありますので、それに沿って対応するしかないのかなというふうに思って

おります。

○議員（10番 大森 正治君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 大森議員。

○議員（10番 大森 正治君） ３分切ろうとしとりますけども、もう１問、簡単に質問

します。

当日、９月の２７日の国葬の日に町としてどのように対応するかということで、状況

を踏まえて適切に対応するということですが、これは、状況によっては半旗も掲げると

いうことでしょうか。それは要望として私はやってほしくない、やらないほうがいいと

いうふうに思いますが、いかがでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

現在のところ、対応方針を決めておりませんので、今後の状況を見て適切に対応した

いというふうに考えております。

○議員（10番 大森 正治君） じゃあ、もう時間がないので終わります。議長に叱られ

てもいけませんから、終わります。

○議長（米本 隆記君） これで大森正治議員の一般質問を終わります。

○議長（米本 隆記君） ここで休憩とします。再開は２時５０分とします。

午後２時３９分休憩

午後２時５０分再開

○議長（米本 隆記君） 再開します。

９月定例会最後の一般質問になります。

１４番、岡田聰議員。

○議員（14番 岡田 聰君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 岡田議員。

○議員（14番 岡田 聰君） 私は２問通告しております。読み上げて質問といたしま
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す。

１、人口減少対策のさらなる充実を。

過去には、人口の社会増の年もありましたが、大勢は減少が続いている。いま一度、

人口減少対策を点検し、さらなる充実を考えてみる必要があるのではないか。

⑴結婚を増やす取組、例えば出会いのサポーター制度の創設や、新たに結婚する若い

世代への安価な住環境提供制度の創設などはどうでしょうか。

⑵新規就農支援や起業支援、そして就職あっせん業務はどうか。

⑶若者を引き止める、あるいは引き戻すための奨学金制度の創設はどうですか。

⑷子育てや生活相談が気軽にできる環境を整えてみてはどうでしょう。

⑸ふるさと納税を生かして交流人口を増やす取組はどうでしょうか。以上、考えをた

だします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） 岡田議員から人口減少対策のさらなる充実をいうことで、５点

御質問をいただいております。

まず１点目の、結婚を増やす取組につきましては、現在、鳥取県が開設をしておりま

す婚活サポートセンターへの加入支援の取組を行っております。センターでは、データ

上のマッチングと併せて、聞き取りをしながら相手探しなどのサポート運営もされてお

りまして、状況を見守る考えであります。

また、ＰＦＩ制度を活用した住宅整備に向かっているところでありますけれども、今

後も、ニーズを把握しながら町として必要な制度の検討を進めていきたいというふうに

考えております。

２点目の、新規就農支援や起業支援、就業あっせん業務はどうかというお尋ねですが、

新規就農支援といたしましては、希望者に対して県などの関係機関と協力をしながら収

納相談から必要な機械等導入までの支援を行っております。また、地域おこし協力隊を

活用した新規就農支援も行っているところであります。

起業支援、就職あっせん支援につきましては、必要に応じて商工会やハローワークな

ど関係機関の紹介を行っておりまして、あわせて地方創生の取組として、空き家を活用

した創業の支援制度や、多様な働き方についてのマッチングを図るスキマプロジェクト

にも取り組んでいるところでございます。

３点目の、若者を引き止める、あるいは引き戻すための奨学金制度の創設はとのお尋

ねですが、昨年度より未来人材奨学金返還支援事業に取り組んでいるところでありまし

て、推移を見ているところであります。

４点目の、子育てや生活相談が気軽にできる環境を整えてはとのお尋ねですが、子育

てや生活相談が気軽にできる環境に向けた取組として、新生児のいる世帯への保健師に

よる戸別訪問や、助産師による定期相談による産前産後サポート事業などを行っており
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ますが、今後も新たなニーズ等に柔軟に対応して、よりよい子育て環境づくりに取り組

む考えであります。

５点目の、ふるさと納税を生かして交流人口を増やす取組はどうかとのお尋ねですが、

これは、寄附の返礼品として大山町を訪問いただくような体験型のものも採用しており

ますが、今後も、そのような新規の返礼品の開発を進めて交流人口を増やす取組につな

げていきたいというふうに考えております。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（14番 岡田 聰君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 岡田議員。

○議員（14番 岡田 聰君） まず、婚活について質問いたします。

これ邑南町なんかですが、テレビ局との婚活企画を行って非常に多くのカップルを誕

生させているようです。そのほか、いろいろ食事会を催したり、行政と民間が協働しな

がら活発な婚活イベントを行っているようですが、町も見守るだけでなく、人任せでな

く、行政自ら民間と協力、協働しながら婚活イベント等を企画してはどうでしょうか。

そうしないと、なかなか実際にカップルは誕生しないと思いますが、どうでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

過去にも、議会の一般質問の中でそういった議論がありました。婚活イベント、確か

に大切だとは思いますけども、婚活イベントをすることでこの今の未婚率が高いという

ところが解決に向かうというふうには、なかなか考えにくいところがあります。特に今、

民間の事業としても行政の補助等を活用して婚活イベント等をされるところがあります

ので、それは民間のほうにお任せをしながら、行政としては、そもそも結婚したい人が

結婚できない理由が何なのか、そういうところの解消に努めていきたいというふうに考

えております。

○議員（14番 岡田 聰君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 岡田議員。

○議員（14番 岡田 聰君） 結婚に関しては、経済的な理由も結構あろうかと思いま

すが、こないだテレビでやってましたね、１９９０年代は日本は中流家庭が主流で、サ

ラリーマンの年収が５００万程度が平均だということです。ところが、現在は３８４万

ぐらいですか、非常に年収が下がり、国民全体が貧しくなってるような形で、なかなか

結婚に踏み切れないといった状況も生まれていると思いますが、これらの解決について

は町単独では非常に難しいことですので、国全体で取り組んでいってもらわねばならな

いと思いますが、この点について、国に要望するなり、何かそこら辺のお考えはござい

ますでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。
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○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

岡田議員言われるところの、例えば平均所得がそう高くはないのでなかなか結婚につ

ながらない、確かにそういう側面もあると思いますが、それはおっしゃるとおりで、町

単独ではなかなか改善が図りにくいところであります。結婚、子育てという面でいえば、

大山町としては、町独自に子育て支援策としてソフト事業あるいは経済的負担の軽減策、

様々展開をしておりまして、結婚、子育てに係る部分の経済的負担を軽減することで、

所得自体は上がらないにしても可処分所得は増やしていこうというようなことはしてい

るところであります。その上で、まだまだ出会いの場と経済的な面以外にも、結婚のハ

ードル、結婚を希望しているけど、結婚をしない、できない方のハードルというのはほ

かにもあると思っていますので、そういう面での課題の解決に向けて引き続き取り組ん

でまいりたいと思いますし、要望機会を捉えて国等にも要望してまいりたいと考えてお

ります。

○議員（14番 岡田 聰君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 岡田議員。

○議員（14番 岡田 聰君） ⑵に関連しまして、農業に限らず全てですが、いろいろ

な仕事に就くために、就業するための３年とか４年とか研修が必要だと思いますが、町

でそういう研修制度、農業でも水産業でもいろいろあろうかと思いますけども、それら

のより一層の充実はどう考えてるでしょうか。

それから、起業支援メニューや補助金のさらなる充実は検討はされないかどうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

研修に関しては、国、県と連携をしながら取り組んでいるところでありますし、その

ほか起業等に関する補助制度というものは今様々行っておりますし、今後も充実をさせ

ていきたいというふうに考えております。

○議員（14番 岡田 聰君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 岡田議員。

○議員（14番 岡田 聰君） ⑸番に関してですが、ふるさと納税を生かしての交流人

口を増やす取組についてですが、寄附者を招いての町内でのイベント、あるいは町の観

光イベントなどに寄附者を招待する、あるいは町内の各現地に足を運んで住民や返礼品

の生産者と交流できるそういう催しとか、あるいは地方創生に関わりたいという寄附者

を募って事業に生かすとか、それとか大阪や東京、大都会でふるさと納税をしてくださ

った寄附者の方を集めてパーティーとか催しを開き、より大山町に愛着を持っていただ

くような催しはどうでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。
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○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

岡田議員が今言われたような取組は、コロナ前に担当課のほうでいろいろ企画をして、

実際に首都いのほうだったと思いますが、寄附者の方で希望者の方と交流をする、そう

いうような取組をして交流人口を増やしていこう、あるいはふるさと納税のリピーター

になっていただこう、そういう取組を進めてきたところでありますけれども、その直後

に今のいわゆるコロナ禍が始まって、それ以降なかなか取組ができておりません。それ

は、もう新型コロナウイルス感染症の影響によるところが大きいのですが、これがまた

収まってコロナ前のような状態に戻れば、そういった交流を促進するような取組をさら

に拡大させていきたいというふうに考えております。

○議員（14番 岡田 聰君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 岡田議員。

○議員（14番 岡田 聰君） 子育て支援に関してですが、移住定住も含みますが、日

本一の子育て村構想とＡ級グルメ構想で移住定住対策として掲げ、島根県の邑南町を一

役有名にしたことは皆さん御存じだろうと思いますが、この日本一の子育て村構想、こ

れは、子育て世代への金銭的な負担を軽くすることを主眼に、２人目以降の保育料無料、

あるいは中学生などの医療費の無料、その他の様々な制度を１０年余り前からですか、

他の自治体に先駆けて行い、移住定住人口を増やしていった邑南町ですが、現状では各

自治体も、大山町もそうですが、子育て支援に関しては遜色ない支援を行っていると思

います。

それでも邑南町が人口減少でなくて移住定住があるという、そういう状況は何なのか。

まちの魅力が何なのかということは大きな鍵になると思いますけども、邑南町では１２

の公民館があるそうですね。１万ちょっとの人口で１２も公民館があり、しかもそこに

３人体制で職員が張りついている。地域の活力維持に非常に役立ってると思いますが、

そのほかに、公民館区を分けまして１２に分けて地域戦略事業というものをやってるそ

うですが、地域別戦略ということですかね。大山町でいう地域自主組織と同じような組

織だろうと思いますけども、ただ、非常に区域の人口が少ない、そこに１公民館区当た

りに年間３００万円ずつりしてる、全部で ６００万ぐらいですか、年間。それで、そ

れぞれ住民が主体になっていろいろ地域の課題を話し合い、その解決に向けていろいろ

な事業を行ってるということですが、その取り組み方が、ルポライターの記事ですが、

住民が生き生きとして働いてる、住民のつながりも非常に強い、そういった事業に取り

組む住民の姿を見て、外部からこういう温かい雰囲気のあるまちなら移住してみようか

という、そういう気持ちになると。

そんな町外から見て非常に魅力を感じさせるような組織で活動してるようですが、そ

れぞれ公民館区で分けてあります地区別戦略というのですが、どうも毎年報告というの

があって、お互いのあれが発表するような、ＰＲし合うような、そういう場があるそう
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ですが、自分のところの事業を大きく宣伝していく、ＰＲしていく、それに住民や訪れ

た人を巻き込んでいくということで非常に活発な活動のようですが、大山町でも、この

地域自主組織の活動を町民にもっともっと知ってもらうために、そういうＰＲ合戦とか、

そんな催しも必要だろうと思いますが、どうでしょうか。

それから、その地区戦略というのは、移住定住の任のほかに法人立ち上げの仕事もし

てるそうですが、実際にＮＰＯ法人や社団法人を立ち上げて雇用を生んでるようですが、

民間企業のように大きくはもうけなくても、それに関わる人たちが僅かずつでも小遣い

を得られるような、そんな法人組織を立ち上げて地域の活性化に貢献してるようですが、

町長、それについてどうお考えでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

岡田議員が言われたような事例を参考にしながら、今後も、大山町において地域の皆

さん、地域で活動する皆さんが生き生きと活動できるように、また、それによって地域

が活性化するように行政としても取り組んでまいりたいと考えております。

○議員（14番 岡田 聰君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 岡田議員。

○議員（14番 岡田 聰君） それからまた、これ他町の政策ですが、岡山県の奈義町、

ちっちゃい町ですが、合計特殊出生率を⒈９あたりまで維持してるようですが、ここの

政策で一番目立つのは目玉政策の出産祝い金というのです。第１子が１０万円、第２子

１５万円、第３子２０万円、第４子３０万円、第４子以降は４０万円と手厚い助成を行

ってるようです。また、独り親への助成として、中学３年まで養育する場合、独り親に

年５万 ０００円ずつ支給、第２子以降は１人増すごとに２万 ０００円、結構手厚い 

政策を行ってるようですが、保育料も軽減政策を行ってる。この出産祝い金について、

以前にも同僚が質問したことがありましたが、いま一度実施するお考えはないでしょう

か。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

以前にもいろいろ議論があったということですが、以前の議論から新しい視点が特に

出てこない中では、結論は変わらないかなというふうに思います。出産時点でのインパ

クトのある事業をすれば、例えば合計特殊出生率は確かに高くなるかもしれません。た

だ、その後に引っ越してしまったら全く意味のない話であって、合計特殊出生率は高い

けど、人口は増えないというようなことも当然出てくるわけであります。そういったと

ころで、出産時点でのインパクトのある政策というよりは、大山町としては、子育ての

期間を通じて、子供が大人になるまでなるべく幅広く手厚くやっていこうということで、
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今の政策を行っているところであります。今後も他の自治体の事例も参考にしながら、

子育て支援、人口減少対策に取り組んでいきたいというふうに思います。

○議員（14番 岡田 聰君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 岡田議員。

○議員（14番 岡田 聰君） ちょっとここで外国の例ですが、フランスとスウェーデ

ン、非常に出生率が下がって国として危機感を持って様々な政策を行い、現在では⒉０

あたりまで出生率を回復したスウェーデンあるいはフランス、似たような政策を行って

いますが、ざっと見てみますと、家族手当というもんがあって、これは日本の児童手当

と同じようなものだそうですが、フランスの場合は、一人っ子の場合は支給がなくて、

第２子以降からその家族手当を支給する、それから第３子からは、またさらに加えて手

当を支給する。それから、これは非常にいい制度だと思うんですけども、子供を３人育

てると、育てた親の年金が１０％上がるという政策も行ってるようです。

それから、職場を休む、育児のため休む、これもまた手厚い手当をされていまして様

々な休み方が自由にできるそうですが、全部休むとか週に何日とか週に１日何時間とか、

これが自由に選べるそうですが、さらに、休業期間中の給与補償が非常に高い、８０％

ぐらい働いてたときの給与。日本では４０％と、非常にダウンして苦しい生活を強いら

れるわけですが、それから一番日本と違うのは、婚外子も正規の結婚した両親から生ま

れる子供と一緒に法律的に保障されるという、ちなみに、その婚外子のほうが多くて５

２％を占めるそうですが、これは日本では道徳的な関係があって難しいと思いますが、

非常に手厚く子育て支援が行われています。

日本では自治体単独では取り組むのは難しいと思いますが、国全体として本当に少子

化対策を行うならこのような思い切った政策も必要だろうと思いますが、人口減少とい

う難題の解決は難しいと思いますが、町長、一言、感想はどうでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

一言ということですので、なかなか難しいですけれども、岡田議員いろいろ事例をお

話しされました。そういったいろんな事例を参考にしながら、大山町に合った政策は何

なのか、そこを今後もしっかり考えていきたいというふうに思います。

○議員（14番 岡田 聰君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 岡田議員。

○議員（14番 岡田 聰君） 大山町の地域再生計画、この名称、大山町ひと・くらし

・しごと創生推進計画というものがございますが、これの目標が掲げてございますが、

目標１として、数値目標のほうを言いますが、２０２４年度にＩ・Ｊ・Ｕターン者数を

１３０人目標、それから新規起業者数を２０人という目標を掲げていらっしゃいますが、

現状はどうでしょうか。また、達成しない場合はどういう施策を続けるのかどうか、お
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答え願います。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 担当からお答えいたします。

○企画課長（源光 靖君） 議長、企画課長。

○議長（米本 隆記君） 源光企画課長。

○企画課長（源光 靖君） 今お話をいただきましたＩ・Ｊ・Ｕターン者数につきまし

ては、単純な転入者数ということでは１３０という目標は超えている年もございますが、

これは継続的に動かないと意味がないこと、それから内容がどういったものであるのか

という分析等もまだきちんとできてない段階でございますが、数値だけでいえばクリア

している年もございます。

また、新規起業者数というところですが、こちらのほうもまだ分析途中でございまし

て、ただ、町としては、様々起業に向けた補助制度等も実施しているところでございま

して、そういったところを総合的に考えて、今後どのように取り組んでいくのか、分析

をしながら継続して進める考えです。

○議員（14番 岡田 聰君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 岡田議員。

○議員（14番 岡田 聰君） 直近四、五年の大山町の転入、転出、出生、死亡者数を

頂いておりますが、平成３０年では減少が最少でしたが、令和１年から差引き減少が２

００人台になり、令和３年では、どおんと３００人台に増えてますが、特に令和３年に

増えた、減少が２００人台だったものが３００人台に増えてる要因、どう捉えていらっ

しゃいますでしょうか。それから今後の対策と展望をどう描いていらっしゃいますか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

人口が大体毎年２００人台減っていってる、この主な要因は、生まれる数よりも亡く

なられる数のほうが多いというところです。今後も、恐らく人口のボリュームの大きい

年齢層が平均寿命に達するあたりまでは、ここは拡大するものというふうに考えられま

す。

○議員（14番 岡田 聰君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 岡田議員。

○議員（14番 岡田 聰君） ２問目に参ります。物価高騰対策の実施を。

電気、燃料、肥料、飼料、食料、その他様々な物価が高騰し、事業者や農家、漁業者

等、そして一般家庭の家計に影響を及ぼし、苦しめています。町内産業を守るため、あ

るいは町民の生活を守るための対策が必要と考えます。

⑴（町内）地域経済への影響をどう考えていますか。
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⑵対象によっては的確な支援が必要と思いますが、どうでしょうか。事業者支援は、

農業者支援、漁業者支援、商業者支援、以上ただします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） 岡田議員の２問目の質問、物価高騰対策の実施をについて２点

御質問をいただいておりますので、お答えをいたします。

まず１点目の、地域経済への影響をどう考えているかとのお尋ねですが、燃油価格や

肥料・飼料価格、その他の生産資材等の高騰が一次産業の経営を直撃しているものと考

えております。また、一次産業以外の事業者についても、全業者に物価高騰による影響

があると考えております。

２点目の、対象によっては的確な支援が必要と思うがとのお尋ねですが、まず事業者

支援、商業者支援につきましては、燃油及び原材料価格の高騰、円安により影響があっ

た事業者に対します県制度融資の利子補助事業を実施しているところでございます。今

後につきましては、物価高騰の状況により必要に応じて対策を検討してまいりたいと考

えております。

また、農業者支援、漁業者支援につきましては、県などで利子補給、低金利融資、融

資枠の拡大、省エネ対策機器導入のほか、畜産経営緊急救済事業、漁業用資材高騰対応

緊急支援事業などの支援策を行っております。また、肥料価格高騰緊急対策事業も今後

進めていく考えであります。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（14番 岡田 聰君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 岡田議員。

○議員（14番 岡田 聰君） 政府は、今月２０日の閣議で３政 ８４７億円の物価高

騰対策の追加策を決定しましたが、町内にはどれぐらいのお金が来て、どういった支援

ができるのか。

それから、苦しい家庭への支援は、政府は、住民税非課税世帯への５万円支給を決定

したようですが、町は単独にはそれに上乗せとかは考えないのかどうか、お願いします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

昨日の閣議決定で、大山町の配分額の地方創生昨時交付金物価高騰対策分は ５６０

万ということでした。そういった財源を活用して様々な支援策は検討していきたいとい

うふうに思います。

○議員（14番 岡田 聰君） もう１点、非課税世帯のものは。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 繰り返しになりますけれども、そういった財源を活用して支援
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策は様々検討してまいりたいと考えております。

○議員（14番 岡田 聰君） 以上、終わります。

○議長（米本 隆記君） これで岡田聰議員の一般質問を終わります。

・ ・

○議長（米本 隆記君） 以上で本日の日程は終了しました。

次回は、９月２８日水曜日に本会議を再開します。定刻９時３０分までに本議場に集

合してください。

本日はこれにて散会いたします。お疲れさまでした。

午後３時３２分散会
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